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Ｂ－

ビーバーズ
　ビーバーズは、建設業界に特化した人材紹介・採用支援サービスです。現
場監督や建設業界出身のヘッドハンターが多数在籍し、独自の横のつながり
と人海戦術による徹底したリサーチで、企業ごとの課題や現場に合う即戦力
人材を発掘。ミスマッチを抑え、定着率の高い優秀な施工管理人材をご紹介
します。
　さらに、施工管理や設計として無期雇用可能な高度外国人材を毎月名以
上紹介からアフターフォローまでサポートしています。新卒採用・採用コン
サルティングでは、年間１万名を超える集客ノウハウを活かし、採用コスト
の見直しから学校訪問代行、採用業務のアウトソーシング（ＲＰＯ）まで一
気通貫で支援。採用の仕組みづくりと内製化まで伴走します。

三国屋建設
Ｂ－

要望に応えるＤＰＳ起重機船・多目的に使用可能なＳＤ台船

　関東・東北の各地に事業所を置き、隻を超える社有船舶と余名の社
内潜水士をはじめとする機動力と技術力をもとに、全ての社員が『海の職人』
となることを目指しております。
　全国津々浦々の水上、水中において『海を造る』匠の会社として、また、
不慮の災害時には『海を守る』力強い防災会社として、地域に、さらには、
社会に貢献できるよう努めています。また、こんな技術があったらいいな！
あともう少し！といった要望をかなえるべく建造した、ＤＰＳ起重機船「い
ばらき」をはじめ多目的に使用できる組立式台船（ＳＤ台船）や特殊エ
ジェクターを使用した防災システムなどを開発し、社会に貢献できる会社を
目指しています。

クボタ建設
Ｂ－

ＤＸＲ／ＤＸＲⅡ工法

　ＤＸＲ工法は「ＤＸＲシールド（呼び径φ～φ）」をさや管とし、
「ＰＮ形ダクタイル鉄管（呼び径φ～φ）」を３口径差の組み合わ
せにより、複数の急曲線（Ｒ）を含む線形で１スパン，ｍ以上の耐
震管路を環境に優しく、経済的な設計・施工を可能にした「水道用鞘管シー
ルド工法」です。加えて、ＤＸＲⅡ工法は水道本管呼び径φ～φの施
工を実現した技術（本管接続、水密性確認、急曲線（Ｒ））も展示しま
す。
　その他の技術／ミニシールド工法／ＤＸＲ工法・ＤＸＲⅡ工法／ダンビー
工法／バルブメンテナンス

三重塗料／クリスタルジュエリー工法協会
Ｂ－

錆進行抑制蛍光クリア樹脂防食塗装工法クリスタルジュエリー工法

　「クリスタルジュエリー工法」は、透明性を持つ特殊クリアシリコーン樹
脂塗料を採用する事により、橋梁などの鋼・ゴム・コンクリート構造物躯体
の目視確認と長寿命化による向上を実現。素地調整工は３種ケレン程度の処
理で金属溶射やRc－１塗装系に並ぶ防錆力を発揮して、耐薬品性に優れ、
飛来塩分や塩カルの蓄積に耐える事が出来る塗膜を形成するため害性に優れ
る。ケレン後の鋼材面に直接塗布をして鋼材の目視確認が出来る標準仕様の
他Rc－１塗装系や錆転換型防食塗装の塗装面に塗布する事で橋梁の美観を
保つ事も可能。更にクリア塗装の課題点である塗り残しをブラックライトで
発光させて確認が可能。

Ｂ－
全天候型補修材（カジマクールミックスアクア）

　全天候型緊急補修材「カジマクールミックスアクア」は、水をかけ、転圧
して使用する常温の補修材です。水で固まるため雨天時にも穴埋め等の補修
ができ、強度発現が早く転圧後の即時交通開放が可能であるため、規制時間
の短縮が期待できます説明員が説明しますので、ぜひお立ち寄りください。
学生さんも大歓迎です！

ビズリーチ
Ｂ－

スカウト型の中途採用サービス

　ビズリーチは、企業が求める人材を直接探しアプローチできる、スカウト
型の中途採用サービスを展開しています。求人媒体や人材紹介とは異なり、
企業の知名度に関係なく求める人材と出会うことが可能です。

ＮＩＰＰＯ
Ｂ－

低炭素・減災・長寿命を叶える舗装技術

　本ブースでは、以下の舗装技術をご紹介いたします。
　カーボンニュートラル実現に向け、製造温度を下げてＣＯを削減する
「ＥＣＯフォームド」。
　廃棄ＰＥＴボトルをアスファルト改質剤として再利用し、耐久性と環境配
慮を両立した「リペットペーブ」。
　地震直後の路面の亀裂や段差を抑制し、緊急車両の通行を確保することで
人命救助や物資輸送に貢献する「ＨＲＢ工法」。
　優れた疲労抵抗性でリフレクションクラックを抑制し、舗装の長寿命化を
図る「エラスペーブ」「薄層エスマック」。
　いずれも社会に貢献する舗装技術です。ぜひ当社ブースへお立ち寄りくだ
さい！

ＪＦＥ建材

　ＪＦＥ建材は、建築土木建材のパイオニアとして、幅広く社会基盤を守り支えてきました。半世
紀をゆうに超える歴史で培った信頼と確かな技術力を土台に、私たちはいま新たな挑戦に踏み出し
ています。
　地球環境への配慮と激甚化する自然災害への対応、急速に変貌を遂げる社会や暮らしに合ったイ
ンフラの構築、少子化による人手不足…。変化に目を凝らし、社会の未来を想像しながら、柔らか
な発想で鉄と建材を見つめる。そこからまだ見ぬ可能性を導き出し、社会が求める価値へと転換し
ていく。私たちはお客様とともに、安心と笑顔あふれる未来を、愛をもって育んでいきます。
　目の前に立ちはだかる社会課題の解決は、安心という「世の中になくてはならないもの」に深く
関わる私たちが果たすべき使命でもあります。変化に目を凝らし、社会の未来を想像しながら、柔
らかな発想で鉄と建材を見つめる。そこからまだ見ぬ可能性を導き出し、社会が求める価値へと転
換していく。私たちはお客様とともに、安心と笑顔あふれる未来を、愛をもって育んでいきます。

Ｂ－
挑み続けるケンザイで、安心と笑顔のあふれる未来を

Ｂ－
溶融亜鉛めっき補修の最適解をご提案

　補修跡の見た目、有機則・特化則の管理負担、不めっき処理、白さびの発
生…溶融亜鉛めっきの補修に関するお悩みは現場によってさまざまです。
　当社は、そうした一つひとつの課題に合わせた最適解をご提案する溶融亜
鉛めっき補修塗料メーカーです。ジンクリッチペイントや変性エポキシ樹脂
塗料などの防錆塗料・補修剤に加え、有機則・特化則フリーの環境対応型塗
料、めっき前に塗布し部分的な不めっきを可能にする不めっき剤、めっき表
面の初期白さびを除去する白さび除去剤まで幅広くラインナップ。中にはＮ
ＥＴＩＳ評価区分「ＶＥ」（活用効果評価済み技術）取得製品もございます。
ぜひ会場で、皆様の現場に合った最適解をお聞かせください！

ディ・ケイ・コム
Ｂ－

ソイル柱列連続壁・地中障害撤去・杭打ち⇒すべて自社班対応◎！

■対応工種：①ソイル柱列連続壁②地中障害撤去③ＲＧ工法（杭打ち工事）
④ホースプロテクタ製造・販売…その他、地中工事

■当社の強み：①すべて自社で対応できます②設立年・全国各地での豊富
な施工実績③地中工事全体を考えた工法提案

■新しいことへの挑戦：①当社が開発した新しい泥土低減工法②大口径によ
る地中障害撤去の効率化③海外展開への挑戦。

鉄道建設・運輸施設整備支援機構
Ｂ－

あなたの技術が鉄道を変える⁉

　全国をフィールドとする公共機関である「鉄道・運輸機構（ＪＲＴＴ）」
は、整備新幹線や都市鉄道の建設のほか、地方鉄道の災害復旧工事などを担
う鉄道インフラの発注者です。本展示ではＶＲにより普段は立ち入ることの
できない鉄道建設の現場を体感できます。また、事業紹介に加え、異業種の
技術やアイデアと連携する取組をご紹介します。ＤＸ、ＡＩ、測量・測定、
土木・建築・機械・電気、建設現場の労働環境改善、安全対策、環境負荷低
減などの技術やアイデア、現場課題の解決に向けた幅広い技術分野からのご
提案をお待ちしています。あなたの技術が、鉄道の未来を変えるかもしれま
せん。

中大／ＤＯＶＯＸ
Ｂ－

マルチフラップゲート（無動力減災ゲート）

　従来のゲートはそのままに、新しく川裏側に簡単に低コストで設置できる
フラップゲートです。
●ゲートが分割されていて軽量となっているので、クレーンなどを使用せず、
人力のみで施工可能

●ゲートがフラップなので、ゲートの開閉作業が不要
●大雨時の最大水位で水位計のフロートが停止するので、安全に水位を計測
可能。
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：～
▷国土交通省関東地方整備局主催「建設技術
フォーラム」
・開催あいさつ西澤賢太郎氏（関東地方整
備局長）
・基調講演「関東地方整備局におけるインフ
ラＤＸ推進の取組」清水将之氏（関東地
方整備局企画部長）
・講演「道路ＧＩＳプラットフォームによる
構造物管理の効率化・高度化」小川渉氏
（関東地方整備局関東道路メンテナンスセ
ンター長）

・講演「ＡＩを活用した砂防施設点検の効率
化」矢野敦久氏（関東地方整備局河川部
河川計画課長補佐）
・講演「災害対応の迅速化・効率化」本住
武司氏（関東地方整備局統括防災グループ
防災室長）
・講演「国営公園におけるインフラＤＸの取
組と横浜グリーンエクスポについて」秋
山義典氏（関東地方整備局建政部公園調整
官）
・講演「横浜港新本牧ふ頭における港湾ＤＸ
の取組」國松靖氏（関東地方整備局京浜
港湾事務所長）

・研究発表「高炉スラグおよびサイディング
切削粉を活用したジオポリマー系固化材に
よる山間部砂防技術の開発」稲積真哉氏
（芝浦工業大学教授）

・研究発表「水上ドローンによる地下トンネ
ルの無人化点検診断システムの技術研究開
発」佐藤靖彦氏（早稲田大学教授）
・研究発表「地下トンネル変形・変状計測シ
ステムの開発」全邦釘氏（東京大学大学
院特任教授）

《月日（火）》
【ステージＡ】（展示ホールＣ、３階）
：～
▷基調講演「国土交通省のインフラＤＸの取
り組み～ＡＩによる加速化～」廣瀬昌由
氏（国土交通省技監）

：～
▷講演「開催まであと５ヶ月！GREEN×EX

PO　の最新情報」脇坂隆一氏〈
年国際園芸博覧会協会（GREEN×EXPO
協会）推進戦略室長〉

▷【ステージＢ】（展示ホールＢ、４階）
：～
▷パネルディスカッション「異業種交流　建
設産業×空港グランドハンドリング～現場
経験のある女性の声～」建設産業女性定
着支援ネットワーク
：～
▷パネルディスカッション「異業種から学ぶ
建設現場のトイレ課題の解決策」日本仮
設トイレ工業会

：～
▷学生参加プログラム「建設業界を目指す学
生のための就職セミナー」コンキャリ
：～
▷パネルディスカッション「中堅・若手が考
える社会的役割、これからの土木」土木
学会若手パワーアップグループ

【プレゼンテーションステージ】（展示ホー
ルＤ、２階）
：～
▷出展者プレゼンテーション新潟県（Mad

e in 新潟）

：～
▷出展者プレゼンテーションヒロセホール
ディングス
：～
▷出展者プレゼンテーション建設技術研究所
：～
▷出展者プレゼンテーションリフリート工
業会

：～
▷出展者プレゼンテーションワイビーエム
：～
▷出展者プレゼンテーションエイト日本技
術開発
：～
▷出展者プレゼンテーション野原グループ

《月日（水）》
【ステージＡ】（展示ホールＣ、３階）
：～
▷講演「『東京戦略』の実現に向けた建
設局の取り組み」久野健一郎氏（東京都
建設局長）

：～
▷講演「改正建設業法等全面施行後の『労務

費に関する基準』の運用と今後の展望」
池田圭吾氏（国土交通省不動産・建設経済
局建設振興課長補佐）

：～
▷講演「首都高をめぐる最近の話題について」
高野正克氏（首都高速道路執行役員）

：～
▷講演「『いのち輝くマグネット神奈川』の
実現」池田一紀氏（神奈川県県土整備局
長）

：～
▷講演「防衛施設強靱化の最前線」三沢大
輔氏（防衛省施設整備課長）

【ステージＢ】（展示ホールＢ、４階）
：～
▷「インフラをテーマにした教育アニメ映画
『未来補完計画プロジェクト』」クリエ
イティブ・ラボ
：～
▷パネルディスカッション「年の建設業
をつくる人材戦略」建設ディレクター協
会

：～
▷学生参加プログラム「社会を支える仕事の
魅力とは？　建設業界の〝今〟がわかる学
生向けイベント」マイナビ学生の窓口

【プレゼンテーションステージ】（展示ホー
ルＤ、２階）
：～
▷出展者プレゼンテーション新光重機
：～
▷出展者プレゼンテーションブリッジワン
：～
▷出展者プレゼンテーションパシフィック
コンサルタンツ
：～
▷出展者プレゼンテーションオリエンタル
コンサルタンツホールディングス
：～
▷出展者プレゼンテーションＪＲ東日本コ
ンサルタンツ
：～
▷出展者プレゼンテーション日本工営
：～
▷出展者プレゼンテーションレフィクシア

過去最大の社・団体が出展
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（１０）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　１０月１６日　（金曜日）

日野コンピューターシステム 中央開発 日建商事

加藤建設 サンコーコンサルタントパスコ

先端建設技術センター 日本建設情報総合センター ジオスター

Ｂ－
トラックプローブデータ「Logita」で交通を可視化する

　Logitaは、全国約万台（※）の実走行データを蓄積した、日本最大級
の物流ビッグデータです。日野グループだからこそ実現できる、高精度な走
行データを年から蓄積し、日本の物流インフラを実測で捉え続けていま
す。車種別分析や同一車両のBefore-After比較まで可能。道路評価や水素ス
テーション立地、防災、カーボンニュートラル施策など、街づくりとその検
証に活用されています。展示では、実際の活用事例とともにご紹介します。

※対象車両数：年７月現在

Ｂ－
地質調査業のＤＸを目指す「弊社の地質ＤＸ」の取り組み

　地質調査業こそＤＸが必要です。地質ＤＸにより、陸域・水域の調査を刷
新し、新たな手法で地形図を作成して解釈の高度化を実現します。地盤調査
・地盤解析・新技術ＤＸを強みにし、地質調査業の生産性向上を図っていき
ます。われわれは地質調査業のＤＸに力点を置きつつ、さらには設計・施工
・維持管理へのデータの橋渡しを行っていきます。
　昨今の水災害・土砂災害の激甚化に備えて、各種モニタリングシステムを
設置し、防災に働きかけています。土中の傾斜・微動・振動・比抵抗の計測
により、地盤構造や自然斜面をモニタリングする技術は、弊社独自開発した
技術です。　　今後も土と水に関する技術を武器に日本の防災の発展に貢献
していきます。

Ｂ－
地盤改良を支えるワンストップサービス

　土と水の専門商社の日建商事は、地盤改良工事機械レンタルのパイオニア
として、様々な現場のご要望にお応えする商品のレンタル・リース・販売を
行っております。ボーリングマシン、超高圧ポンプ、全自動ミキシングプラ
ント、電磁流量計・ＩＣＴ施工管理機器、またウエルポイント・ディープウ
エルの商品販売と工事、地熱事業などを取り扱っています。「掘る」「送る
・注入する」「混ぜる」「測る」の各工程に応じた製品と技術をご紹介し、
現場の課題解決を支援します。今回は、新技術を搭載した地盤改良機ＳＩ－
ＳⅣＳオートストローク仕様、地熱用ボーリングマシン、次世代型ボーリ
ングマシンやＩＣＴ関連機器などをご紹介いたします。

Ｂ－
社会基盤を支える総合技術とサンコーＤＸ

　サンコーコンサルタントは、年の創業以来、トンネル設計と地質調査
を原点に、社会基盤整備に関する幅広い分野へ技術を展開し、調査・計画・
設計から維持管理まで、地域や現場の課題解決を支えてきました。本展示で
は、長年培った知見と専門技術を基盤に、ＡＩやデジタル技術を活用した
「サンコーＤＸ」を紹介します。その一例が、無人撮影カメラ画像をＡＩで
判別し、クマの可能性が高い場合にリアルタイムで通知する「クマアラート」
です。従来技術と新技術を融合し、現場の安全性向上、業務効率化、技術継
承など、多様化する社会課題に応える当社の総合力と、地域や現場に寄り添
う未来志向の技術をご紹介します。

Ｂ－
圧入ケーソン工法

　加藤建設は圧入ケーソンのパイオニアとして、都市域の厳しい施工環境
（狭隘地、短工期、周辺環境）に対応した分割組立型土留壁を利用した「アー
　バンリング工法」や狭隘地における基礎施工に対応し急速施工を可能とし
た「ＰＣウェル工法」、現場で構築された躯体を圧入沈設する「グリップ圧
入工法」等、豊富な圧入技術を多く保有しており、地下空間№１を目指して
います。

Ｂ－
地球をはかり、未来を創る　～人と自然の共生にむけて～

　パスコは、「遠隔の視点（Remote Sensing）」と、「近接の視点（Onsite
 Sensing）」から地球上のあらゆる事象を捉え、さらに、ＡＩ（人工知能）
やＩｏＴ、ＧＩＳ（地理情報システム）、画像処理などを活用した「分析・
解析技術」を加えた３つの要素を融合することで、事業を展開しています。
　現実の世界をコンピューター上に再現する技術と、解析・評価・分析する
技術によって、過去から現在、そして未来を予測して、国土や環境の管理・
保全、インフラの維持管理、災害その他のリスク管理や対策など、社会課題
の解決に向けた空間情報サービスを提供しています。

Ｂ－
先端建設技術は、よりよい社会資本・環境づくりの大きな力です。

　一般財団法人先端建設技術センターでは、先端的な建設技術の調査研究、
開発及び普及を図ることによって、国土基盤整備を推進し、安全・安心で豊
かな暮らしを実現することを目的とした事業を行っております。
　本フェアでは、建設に関わるさまざまな主体が連携し、技術開発・共同利
用・現場実装を促進する「建設技術共創・実装フォーラム」設立について紹
介するとともに、「ＡＩを活用したトンネル切羽評価」および「ＮＥＴＩＳ
新技術情報提供システム登録申請支援事業」について紹介しております。

Ｂ－
ＤＸ時代の建設マネジメント

　日本建設情報総合センター（ＪＡＣＩＣ）では、コリンズ・テクリス、入
札情報サービス（ＰＰＩ）、電子入札コアシステム、積算システム、コブリ
ス・プラスといった、公共調達に対応したシステムやデータを提供していま
す。
　また、現場の作業を効率化する情報システムの提供、ＤＸ推進のための調
査研究等も行っています。
　本技術展では、登録されたメンバー間でデータ、画像・映像などの情報を
共有できるサービス「ＪＡＣＩＣルーム」、建設副産物情報および建設発生
土情報を異なる利用者間で共有するための情報サービス「コブリス・プラス」
を中心に紹介します。

Ｂ－
環境配慮型コンクリート　G-Save White

　道路やトンネル、鉄道、ダム、橋梁など、社会インフラを支えるコンクリー
ト製品「GEOWARE」。建設現場でコンクリートを打設する従来の工法で
はなく、工場で製造した部材を現場で組み立てるプレキャスト工法をいち早
く導入し、施工の省力化・省人化、品質向上、工期短縮を実現してきました。
　老朽化するインフラ、迫り来る自然災害。国土強靭化が叫ばれる一方、土
木建設業界の人手は逼迫している。そんな、業界ひいては日本の課題に、プ
レキャストという一手を。
　【型を超えて、未来を型どる】というスローガンを胸に、型にハマらない
柔軟な発想で、私たちは、インフラの新しい作り方をつくり続けます。

アルソシア建設前田建設工業nat
Ｂ－

現調効率化！３Ｄスキャンアプリ「Scanat」

　３Ｄスキャンアプリ「Scanat」は、iPhoneやiPadのLiDARを活用し、現
場を歩くだけで高精度な３Ｄデータを取得できるソリューションです。現況
測量や出来形管理、施工前後の記録、改修・維持管理など幅広い業務で活用
されており、現場調査の効率化と省人化を実現します。取得したデータは点
群や３Ｄモデルとして活用でき、図面作成や情報共有にも役立ちます。建設
現場のＤＸを支援する最新機能を、ぜひブースでご体感ください。

Ｂ－
建設ＤＸによる安全・生産性向上

　山岳トンネル掘削自動化技術は、掘削サイクル（削孔・装薬・ズリ搬出・
支保工建込み・吹付け・ロックボルト）等の一連作業を自動化し、安全性向
上、省人化による労務生産性向上、施工品質の均一化を実現します。また、
ＡＩを活用したダンプ運行管理システム「ＡＩ　ＳＡＶＥ」は危険事象を検
知し、事故防止や安全教育を支援しています。さらに、ドローンとＢＩＭ／
ＣＩＭを組み合わせ、災害現場の迅速な調査・および復旧設計に貢献してい
ます。高精度な３次元データによる現況把握や対策立案、復旧道路設計の効
率化を図るとともに、トンネルや法面など危険箇所への立入りを低減し、安
全性向上と現場作業の省力化を実現しています。

Ｂ－
樹木リスク評価システム「tree AI」、橋面平坦性計測システム「DX-Bridge」

　樹木管理・橋梁・インフラ点検分野における安全性向上と生産性向上を目
的に、ＡＩ・デジタル計測・ＤＸ技術の開発を推進しています。樹木管理で
は、ＡＩの画像解析技術を活用した「tree AI」により、専門家の目視評価
をスクリーニングし、デジタル管理台帳への蓄積・可視化で計画的な樹木管
理の省力化を支援します。橋梁点検では、橋面平坦性計測システムにより１
人での簡易計測と帳票自動出力を実現し、作業を約％省力化します。さら
に「DX-Bridge」により、ＢＩＭ／ＣＩＭや自動化技術を活用して、事前
検討から調書作成に至る橋梁上部工工事の一連の業務を包括的に行います。

ソフトバンク太洋基礎工業レックス
Ｂ－

塗膜厚自動帳票システムなど、最新計測システムをレンタルで提案

　共同開発による塗膜厚自動帳票システム「ＣＯＡＴ　ＶＩＳＩＯＮ（コー
トビジョン）」（ＮＥＴＩＳ：ＫＫ－－Ａ）をはじめ、ＧＮＳＳ接近
警報クレーンカメラ「ＨＡＷＫ　ＥＹＥ（ホークアイ）」（ＮＥＴＩＳ申請
中）、建設現場ダッシュボード「サイトダイバー」（ＮＥＴＩＳ申請中）な
ど、レンタルで導入できる最新の計測システムをご紹介します。豊富な計測
器・計測システムのご提案に加え、お客様の課題に合わせたシステム開発や
カスタマイズにも対応。レンタルを活用することで、工事期間に合わせた導
入や、新技術の試験導入、短期間での利用など、柔軟な運用を実現します。

Ｂ－
ＴＲＤ工法・ＳＡＴコラム工法・ＢＧ工法・スーパートップ工法

　社会インフラを支える技術が、池袋に集結します。
　月・日、サンシャインシティ展示ホールにて「第７回Construction
 Xross関東」が開催されます。国土交通省関東地方整備局との連携の
もと、建設産業の現在と未来を発信するこの舞台に、弊社も出展いたします。
　今回ご紹介するのは、地盤改良・山留め分野で実績を積み重ねてきた　Ｔ
ＲＤ工法・ＳＡＴコラム工法・ＢＧ工法・スーパートップ工法の４工法。各
工法の技術的優位性を、直接ご説明します。
　「工法選定で迷っている」「コスト・工期の最適解を探している」。そう
した現場の課題に、真摯にお答えします。ぜひ足をお運びください。

Ｂ－
高精度測位サービス「ichimill」（イチミル）

　全国カ所以上に高密度に設置されているソフトバンクの独自基準点が
受信した信号を基に、「測位コアシステム」で補正情報を生成し、インター
ネット等を通して、建機等に搭載されたＧＮＳＳ受信機へ補正情報を配信し
ます。この補正情報と、ＧＮＳＳ受信機が受信した信号を活用してＲＴＫ測
位を行うことで、誤差数センチメートルの高精度な測位がリアルタイムで可
能になります。また、ソフトバンクの独自基準点を利用するため、お客さま
自身で基準点を設置する必要がなく、全国の広範なエリアで手軽にサービス
のご利用が可能です。なお、国土地理院の電子基準点を用いたＶＲＳプラン
も提供しており、公共測量等にもご活用いただけます。

日本国土開発アールアンドアール低騒音工法協会
Ｂ－

伸縮継手撤去工法（ＳＪＳ．－Ｈ工法）

　ＳＪＳ．－Ｈ（サイレンス・ジョイント・スライス）工法は、特殊ワイ
ヤーソーにより乾式水平切断を可能とした橋梁伸縮装置撤去工法。
　専用のカッターブレードで作成したスリット部にワイヤーを落し込み、伸
縮装置を切断する工法で、既設床版コンクリートに損傷を与えることなく、
伸縮装置のみを綺麗に取り除く事が出来る。
　切断に伴い発生する汚泥及び粉塵を最低限に抑え、低振動・低騒音（騒音
は最大db台）で、昼夜間時間帯を問わず施工を可能にした環境に優しい
画期的な新技術である。
　施工時間は簡易鋼製伸縮装置で８時間以内、鋼製フィンガージョイントで
時間程度と短時間施工が可能である。

Ｂ－
電荷中和型避雷針・マンホール蓋開閉機器（２機種）

【電荷中和型避雷針　dinnteco－plus】落雷現象を発生させない事によ
り、人命、建築物等、電気・電子機器への被害を高い確率で軽減するＮＥＴ
ＩＳ登録商品

【マンホール蓋開閉機器（２機種）】労働災害防止（腰痛、指損傷ほか）・
省力化・省人化を実現

Ｂ－
回転式破砕混合工法とハイブリッドエポキシ樹脂

　回転式破砕混合工法は、従来は対応困難な高含水比粘性土や軟岩等の建設
発生土も均一に撹拌混合が可能な土砂改良技術です。近年では、現地発生土
を利用した築堤土や盛土材の製造に多く採用され、延べ万㎥の改良実績
を有し、これまでの取組みが評価され「令和３年度３Ｒ推進功労者等表彰」
において国土交通大臣賞を受賞しました。ハイブリッドエポキシ樹脂（ＮＥ
ＴＩＳ登録番号：ＨＫ－－ＶＲ）は、鉄筋コンクリート構造物の様々
な補修工法に塩害対策として適用できる補修材料です。エポキシ樹脂に塩分
吸着材を添加したもので、鉄筋腐食の原因となる塩化物イオンの吸着効果と
鉄筋腐食抑制効果を併せ持ちます。

データグリッド戸田建設ＮＴジオテックス
Ｂ－

地上型３Ｄレーザースキャナ／LiDAR SLAM／SfM製品

　近年、建設業界においても人手不足に伴い、ＤＸ化・自動化・システム化
等の業務効率化のニーズがますます高まって来ております。今回の展示会で
は「点群計測とその活用」にテーマを絞り、昨今特に需要が高まっておりま
すLiDAR SLAM、SfM、地上型３Ｄレーザースキャナに関するソリューシ
ョンをご紹介する予定です。弊社は株式会社ニコン・トリンブルの専門販社
として、３Ｄ計測、ＢＩＭ／ＣＩＭ、インフラメンテナンス等の業務に対応す
べく、時代のニーズに合ったソリューションのご提案からアフターフォロー
までをメーカーに代わって一貫して行うことにより、お客様にご満足いただ
ける企業を目指してまいります。

Ｂ－
社会課題を解決し建設の未来を築く最新技術を多数展示します！

　当社は社会課題を解決する最新技術を出展します。
・エネルギー・ＧＸ：日本初の浮体式洋上風力による商用運転を開始した
『五島洋上ウィンドファーム』、木材利用と脱炭素化を促す鋼管柱のハイ
ブリッド木質耐火部材『foresTie-S』

・土木・インフラ：高速道路リニューアル対応の『すいすいＣ＆Ｔ工法（半
断面施工）』『TIG-Wall（プレキャスト壁高欄）』、国内初！従来の締
固めが必要な覆工コンクリートの自動打設を実現『セントルフューチャー
ズ』、道路陥没を防ぐ『地中空洞の厚さ調査手法』、国土強靱化を支える
『粘り強い河川堤防』

・作業環境：酷暑下の熱中対策となるペルチェ素子と空調ファンを複合した
『ハイブリッド冷却作業着』

Ｂ－
図面解析ＡＩ（拾い出しＡＩ・検図ＡＩ・積算ＡＩ）

　弊社データグリッドの図面解析ＡＩは、建築業界全般の設計図・施工図・
製作図などのＰＤＦ図面を解析し、検図と拾い出しを中心に、積算業務まで
支援するＡＩソリューションです。文字、表、記号、寸法、注記、図形、引
出線などを構造的に理解し、部材・数量・仕様の抽出、複数図面間の不整合
確認、確認候補の提示を行います。従来は担当者が目視で行っていた確認作
業や数量拾いに対し、ＡＩが差異や見落としの可能性を整理することで、確
認漏れ・拾い漏れの防止、属人化の解消、業務効率化に貢献します。積算に
必要な数量情報や根拠整理にも活用でき、ＰｏＣから実業務への適用まで柔
軟に検証できます。業務フローに合わせた段階導入も可能です。

日本ペイントいであ
Ｂ－

流量・河川・環境が見える！　最新技術発信

　本展示では、最新の技術を用いた「流量観測」「３Ｄ　ゲームエンジン関
係」「川デジ関係」「河　川環境と河川整備」をテーマに、河川に関連する
革新的なアプローチを紹介します。
　流量観測技術では、カメラ画像を活用してリアルタイムで河川流量を安全
・正確に計測する技術を紹介します。次に、３次元ゲームエンジン上でイン
フラ整備を可視化する技術を通じ　て、より直感的な理解を促進します。ま
た、川デジ技術を活用した美しい川づくりについては、３Ｄデータを駆使し
て効率的に河川を整備する方法を展望します。最後に、河川環境と整備の両
立を目指した解析技術を紹介し、持続可能な川づくりを目指す技術を紹介し
ます。

Ｂ－
重防食用塗装システム「ダンジオーラシステム」

　塩害や海浜環境などの厳しい腐食環境下において優れた耐久性を発揮し、
鋼構造物の長寿命化とライフサイクルコストの低減に貢献する重防食塗装シ
ステムです。その技術力が高く評価され、第９回インフラメンテナンス大賞
（技術開発部門）において国土交通大臣賞を受賞しました。
　また、令和８年度推奨技術にも選定されています。ブースでは、製品の特
長や適用事例をご紹介いたします。

丸栄コンクリート工業
Ｂ－

省人化・省力化につながるＰＣａ製品・工法の紹介

　橋梁の老朽化による高速道路のリニューアル工事の一般的なクレーン架設
に代わる、より工期短縮や交通規制の縮小あるいは各種制約に対応可能な工
法、大型多分割プレキャスト製品、脱炭素の取り組みについての紹介。

早川ゴム エムティプレシジョン ジオテツ工法研究会　協同組合Masters
Ｂ－

鋼矢板を安心して引き抜ける「ジオテツ工法」

　土留め部材を引き抜く際に生じる地中の空隙へ、専用の恒久グラウト材を
引抜きと同時に充填する工法です。周辺地盤の沈下を抑制し、鋼矢板やＨ鋼
などの安心・安全な撤去とリユースを可能にします。土留め材の残置を避け
ることで、将来工事の地中障害物を減らし、資源循環・ＣＯ排出削減にも
貢献します。

Ｂ－
レーザー距離センサー／高精度２次元レーザースキャナーの紹介

　レーザー距離センサーを使った、高精度の距離／トンネル内空変位の測定
の事例を紹介し、マニュアルで測定している用途への働き方改革の提案を行
います。トンネル内空変位の測定では多くの実績がございます。実際の活用
例をいくつかご紹介いたします。あわせて、レーザー距離センサーに回転制
御を加えた高精度２次元レーザースキャナーのデモを行います。３Ｄ計測と
は違った精度の高さ、データの取り扱いやすさをご覧いただきます。国内最
大の海底鉄道用トンネル断面計測の実例、橋脚での応用例などをご紹介いた
します。高精度２次元レーザースキャナーの新しい可能性の体験をご用意い
たします。

Ｂ－
環境、ＩｏＴ、防災・減災　各分野のＮＥＴＩＳ登録製品等を出展

　１．　「スパンシール誘発目地材」：令和８年８月、ＮＥＴＩＳ－ＶＥ評
価の活用促進技術に選定されました。優れた止水性と高い施工性で、構造物
の長寿命化と工期短縮を両立します。
　２．「リフレキュア」：従来の養生マット以上の省人化を実現し、高い湿
潤効果・遮熱効果を発揮する、安全面と環境面に配慮した次世代養生マット
です。普通コンクリートだけでなく、ひび割れリスクが高い低炭素型コンク
リート（高炉セメントコンクリート）においても評価試験を実施済みです。
　３．「サンタック草ゼロプレート・草ゼロシーラント」：亜鉛イオンの働
きにより植物の生長を抑制します。施工箇所に合わせてプレート型とシーラ
ント型を揃えています。

ともに創る建設の未来。
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エムオーテック エアロトヨタ PANWALL工法協会

松本工業所 スペースワン不動テトラ

日本鋼構造物循環式ブラスト技術協会 ＴＴＥＳ ＳＤ工法研究会

Ｂ－
ＳＬＡＭ技術を活用した山留壁の「面」変位計測技術

　特許取得済みの点群変位計測技術。一度に広範囲の３次元点群データを取
得し、時系列で取得した点群データを比較することで、山留壁の変位を面的
に可視化します。山留壁全体の変形状況に加え、周辺地盤や背面構造物の挙
動も把握することが可能です。計測結果をカラースケールで表示することで、
全体的な変形傾向や局所的な異常を直感的に確認できます。従来の点計測で
は把握が難しかった計測箇所以外の変位や変形の兆候を早期に検知し、現場
状況の的確な把握と迅速な意思決定を支援します。このほかにも、重仮設の
パイオニアとして培った技術・製品・ソリューションをご紹介しております。

Ｂ－
点群データが支える維持管理と防災

　道路、河川・砂防、インフラ点検の各分野で活用される計測技術と、その
活用事例を紹介します。３次元計測によって取得した点群データを活用し、
施設の維持管理や防災対策にどのように役立てられているかを、実際の事例
を交えながら分かりやすくご説明します。また、計測からデータ活用までの
流れをより身近に体験していただくため、ＶＲコンテンツも展示予定です。
トンネル内部を再現したＶＲ空間を通じて、現場状況の把握や施設管理の高
度化、省力化に向けたデジタル技術の活用イメージをご体感いただけます。

Ｂ－
省人化・省力化を実現した地山補強土工　パンウォール工法

　「PANWALL工法」は、表面工にプレキャストコンクリート板を用いた
急勾配化（垂直～５分）が可能な地山補強土工法です。小型機械での施工や
「逆巻」「順巻」施工の応用により現道の交通を確保しながら谷側拡幅工事
や災害復旧工事に活用できます。在来工法では困難であった高速道路の拡幅、
河川護岸の新設・改良、既設擁壁の補強、土留め等においても効果を発揮し
ます。全国で件以上、面積万㎡以上の実績を有し、「土木学会技術評
価」技術推進ライブラリー№に掲載され、国交省ＮＥＴＩＳ登録番号ＣＢ
－－ＶＥ及びＣＧ－－Ａを取得する信頼できる工法です。

Ｂ－
水中ドローン・管路点検クローラーロボット

　CHASING社製水中ドローン、カナダのDeepTrekker社製水中ドローン、同
じくDeepTrekker社が開発する管路点検クローラーロボットを展示します。
水中部の点検や狭小管内点検をフットワーク軽く実現できるコスパに優れた
点検撮影ツールをご提案します。

Ｂ－
鋼管柱補強工法

　全国で約万基存在するとされる老朽化した照明柱・鋼管柱の課題に対
し、「再生」と「準更新」を実現する２つの革新的技術を提案します。内部
補強工法は、高強度アラミド繊維と高強度モルタルによる内部補強により、
腐食・欠損した鋼管柱を新品同等以上の強度へ復元する技術です。元位置建
替工法は、既存基礎を活用しながら支柱のみを更新できるため、基礎撤去や
大規模掘削を不要とし、大幅な工期短縮とコスト低減を実現します。両技術
はインフラ長寿命化、脱炭素、ストック活用に貢献する次世代インフラ再生
技術であり、既存資産の価値を最大化しながら、未来へつなぐ安心のインフ
ラ社会をつくります。

Ｂ－
『地盤改良』×『土木技術』×『テトラポッド』不動テトラ

・地盤技術『Visios－３Ｄ』：リアルタイム施工管理＆３次元モデル化シス
テム
・地盤技術『ＳＡＶＥコンポーザー』：地盤の液状化防止　
・土木技術『土壌還元法』：汚染土壌の原位置浄化技術
・土木技術『ＡＲブロックナビ』：拡張現実を用いて消波ブロックを据付誘
導するシステム

・ブロック技術『消波工３次元モデリングシステム』：消波ブロックの設計
施工から維持管理まで高度化かつ効率化するシステム

・ブロック技術『テトラポッド掴み機』：テトラポッドを掴み、設置する技術。
　展示会では他にも様々な技術を紹介します。

Ｂ－
循環式ブラスト工法、循環式ショットピーニング工法、他

　日本の経済発展を支えてきたインフラが老朽化により急速に損傷し始めて
います。私たちは鋼製橋梁の長寿命化に効果的で、なおかつ環境性と経済性
に優れた工法を開発しました。産業廃棄物と粉じんの発生を最小限に抑制し
た「循環式ブラスト工法（建設技術審査証明：建審証第号／ＮＥＴＩＳ
　ＫＴ　－ＶＥ　活用促進技術）」で鋼製橋梁の腐食を予防！　さら
にそのブラスト機材を有効活用し、既設橋梁でのショットピーニングを可能
にした「循環式ショットピーニング工法（ＮＥＴＩＳ　ＣＢ　－ＶＥ
　令和８年度推奨技術）」）」で疲労き裂を予防！　　ふたつの工法で予防
保全型メンテナンスを推進します。

Ｂ－
いろんな幅の見える化ツール「フォトノギス」

　ひび割れや遊間、目地などの幅変化を、誰でも簡単に継続記録できるイン
フラ点検支援システムです。対象部に専用マーカーを貼り、撮影するだけで
高精度な変化量と場所情報を取得でき、電源・通信設備も不要です。クラウ
ドで時系列変化を確認可能です。点検の属人化を抑え、継続監視や報告業務
の効率化、災害時の迅速な状況確認を実現します。（ＮＥＴＩＳおよび点検
支援技術性能カタログに登録済）

Ｂ－
無足場ロックボルト工法のスタンドドライブ工法（ＳＤ工法）

　ＳＤ工法は、独自のワイヤリングで削孔機を移動し削孔するため、仮設足
場や大型重機を必要としません。
　１．樹木を残したい
　２．資材搬入路がない
　３．クレーンが届かない
　４．民家裏で足場が組めない
　５．交通規制を極力抑えたい
　　といった様々な現場条件に対応することができます。

未来樹脂五洋建設建設技術研究所

　防災、インフラ維持管理、建設ＤＸの課題解決につながる最新技術をご紹介します。
①【新技術】山間部から流れ出る細かい土砂を捕捉し、川の氾濫を防ぐ新しい砂防施設
「土砂捕捉スクリーン」

②【防災ＤＸ】事前防災から避難支援、緊急物資管理、下水道管路内のリアルタイム水位
監視システム「監視チュウ」など、地域防災力の向上に貢献する「防災ＤＸソリューシ
ョン」
③【インフラメンテナンス】レーザー技術とＬＩＢＳ装置を活用し、コンクリートの現況
把握と将来劣化予測を行う点検支援技術「レーザー打音検査装置」
④【建設ＤＸ】ＡＩ・ＢＩＭ／ＣＩＭ・ＧＩＳを統合したWebアプリなどで、業務の効
率化・高度化を実現する社内ＡＩ基盤

Ｂ－
未来につづく安全・安心を

Ｂ－
橋梁工事の施工効率化とＡＩによる内部診断でインフラの未来を拓く

　C-Xrossでは、橋脚工事での作業効率化が図れる①複合構造橋脚工法
シーコーム工法と、ＲＣ構造物の部材内部の健全性を評価する②ＲＣ構造物
の非破壊検査システムを紹介します。
　①Ｉ形鋼材を芯材に用いることで主鉄筋の本数を減らし、鋼材のユニット
化を実現した工法です。配筋作業や鉄筋架台上での作業の削減により、高い
安全性を確保しながら、作業人工と施工工程を従来の約％削減します。
　②自動計測ロボットによる実地での測定とＡＩ解析の組み合わせにより、
ＲＣ構造物の内部異常を検知するシステムです。小型加振器で発生させた微
振動に対する応答波形をＡＩが評価し、従来は判定が困難だった内部損傷の
有無を推定できます。

Ｂ－
高炉スラグインサート、高炉スラグスペーサのご提案

■ecoスラグ…高炉スラグ主成分とした新素材。環境負荷を大幅に低減し、
射出成形で自由な形状を作り出すことができる、未来樹脂が開発した新素
材です。
■ecoスラグを使用した出展商品
〇ecoスラグスペーサ（特許出願中）…モルタルスペーサに代わる軽量で高
強度な低炭素時代にふさわしいスペーサです。
〇ecoスラグインサート（特許出願中）…金属インサートに代わる新たな提
案。高強度で決して錆びないインサートです。
■ＲＦＩＤ製品管理システム　ＰＣａ製品にＲＦＩＤタグを埋め込み、個別
に識別して誤出荷を防止するシステムです。
□展示会場でecoスラグの質感や軽さをぜひその手でお確かめください。

ＲＮ建設ＫＤＤＩスマートドローン鉄建建設
Ｂ－

アンダーパス技術（ＨＥＰ＆ＪＥＳ工法、ＣＯＭＰＡＳＳ工法）

　鉄建建設では道路や鉄道を供用しながら路下にアンダーパス構造物を構築
するＨＥＰ＆ＪＥＳ工法とＣＯＭＰＡＳＳ工法を展開しています。ＨＥＰ＆
ＪＥＳ工法は道路等の大断面構造物に適しており、エレメントと呼ばれる小
断面の矩形鋼管を特殊なＪＥＳ継手で結合することで様々な断面の構造物を
構築できます。ＣＯＭＰＡＳＳ工法は水路や人道等の小断面構造物に適して
おり、プレキャスト函体を推進して敷設する工法で、推進管先端部の鋼製刃
口上部に設置した地盤切削ワイヤで地盤を切削しながら推進します。いずれ
の工法も従来のアンダーパス工法に比べて、地表面への影響が少なく、高精
度に、短い工期で構造物を構築可能です。

Ｂ－
国交省カタログ掲載！Skydioが実現する、安全なインフラ点検

　国土交通省の点検技術カタログに掲載された、最先端のＡＩドローン「Sk
ydio Ｘ」を活用したインフラ点検ソリューションを出展します。本技術
は「橋梁」「トンネル」「港湾」のインフラ３分野で国交省の性能要件を満
たした、信頼性の高い新技術です。ＧＰＳの届かない暗所や狭小部でも、高
度な自律飛行と障害物回避で安全・高精度な撮影データを取得します。高所
など危険を伴う現場の安全性を確保し、点検業務実施します。ブースでは実際
の導入事例や活用実績に加え、導入から運用までトータルで支援するサポー
ト体制もご紹介します。

Ｂ－
次世代バージアンローダ船と３Ｄ水中施工管理システム

（Ⅰ）環境負荷を低減した次世代バージアンローダ船「八洲丸」：①模型展
示、②バーチャル船内見学、③ＶＲゴーグルを用いた操作体験、④パ
ネル展示

（Ⅱ）水中施工を３Ｄ空間に可視化する施工管理システム「３Ｄ水中施工管
理システム」：①施工状況の動画紹介、②使用機器の展示、③パネル
展示

建設業振興基金プレストレスト・コンクリート建設業協会　関東支部中日本高速道路
Ｂ－

もっと安全に、もっとスムーズに

　ＮＥＸＣＯ中日本は、高速道路の建設やお客さまに安全で安心・快適な高
速道路を時間日お届けするための維持管理を着実に行い、日本の社会
・経済を支えることを私たちの役割としています。これからも、時代ととも
に変化する社会のニーズを的確に捉え、ステークホルダーの皆さまの期待に
応える様々な価値を提供し、当社グループの社会的使命を果たしていきます。
　今回の展示では、現在取り組んでいる新規路線事業や関連グループ会社の
製品・事業紹介、将来を見据えた新たな取り組みについてご紹介します。

Ｂ－
高度化するニーズに応えながらＰＣ事業の基盤づくりに貢献します

　わが国のプレストレストコンクリート（ＰＣ）技術は、年の事業化以
来、種々のコンクリート構造物に採用され、世界的にも高い評価を確立して
おります。
　年、専業者によりＰＣ工業協会として発足した当協会は、その後一般
建設業者の参加も得て、現在会員数社と、わが国におけるＰＣ工事のほと
んどを手がけている業者の団体にまで発展しております。
　ＰＣ建設業界の健全な進歩と発展を図り、それをもって社会インフラの整
備拡充および人々の生活を豊かにする開発を究極的目標として、調査・研究
と技術の普及に研鑽を積み重ねております。

Ｂ－
建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）

　建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）は、就業履歴や保有資格を適正
に評価し、建設技能者の処遇改善に繋げると共に、優秀な技能者を育成する
所属企業が評価され、受注機会確保に繋がる環境整備を目的に、国と業界が
一体となり推進している建設産業共通のシステムです。技能者が保有するＩ
Ｃカードに、就業履歴や保有資格を蓄積・登録することで、能力評価を４段
階で行います。技能者．万人、事業者．万社がすでに登録され、ＣＣ
ＵＳの活用は全国的に広がっています。引き続き国や地方公共団体等のモデ
ル工事や建退共との連携など、官民一体となった取組の推進やＣＣＵＳ利用
拡大に向けたメリットの拡充を一層進めて参ります。

新地盤凍結工法　ＩＣＥＣＲＥＴＥ協会ＫＴＢ協会／ＰＣフレーム協会青木あすなろ建設
Ｂ－

浅水域での水陸両用ブルドーザ、ＤＲＦダンパーを用いた橋梁制震技術

　水陸両用ブルドーザは、水深７ｍまでの浅水域を作業領域とする無線遠隔
操縦式の水中建設機械です。年の１号機導入以来、全国の沿岸部、河川、
ダム等で件以上の施工実績があり、近年は防災・減災対策としての港湾
・河川浚渫工事や、人の立ち入りが困難な災害復旧工事等でも活躍していま
す。年に新たにマシンガイダンス機能を搭載し、ＩＣＴ施工対応となり
ました（ＮＥＴＩＳ：ＱＳ－220011－ＶＥ）。
　ＤＲＦダンパーは橋脚と桁の間に設置することで、異種金属の摩擦により
振動エネルギーを吸収し、レベル２地震時における橋脚の損傷を抑えます。
また、常時やレベル１地震時は静止摩擦によりサイドブロックとして働くた
め、固定条件の橋軸直角方向にも配置できます。

Ｂ－
防災・減災、国土強靱化に貢献するアンカー技術と法面受圧板

　ＰＣ鋼より線の素線１本１本を塗装する全素線塗装型ＰＣ鋼より線〈ＳＣ
ストランド〉を使用した「ＫＴＢ・引張型ＳＣアンカー工法」は、シンプル
な構造で削孔径の細径化を実現した経済性に優れたグラウンドアンカー工法
です。
　そのグラウンドアンカーに使用する受圧板「ＰＣフレーム」は、工場で製
作される高品質なコンクリート製受圧板です。施工方法においては「逆巻き
施工」も可能なため、従来の「現場打ち法枠工」に比べて安全性に優れ、工
期の短縮が可能です。
　皆様の課題解決に貢献する当協会の技術を、ぜひご覧下さい。専門の技術
スタッフが、最適な工法をご提案させていただきます。

Ｂ－
地球環境に優しい地盤改良工法

　地盤凍結工法の最大の特長は、地盤内に存在する地下水を凍結させ、工事
完了後は解凍することにより地盤内に一切の残置物がない、他の地盤改良工
法とは異なる「地球に優しい」点にあるといえます。
　従来の地盤凍結工法では、地盤を凍結させる冷媒（二次冷媒）として「塩
化カルシウム水溶液」を使用し、この冷媒を冷却し循環させるための冷媒
（一次冷媒）として「フロン」が用いられるものが主流でした。
　当協会では、地球温暖化防止の観点から一次冷媒を「アンモニア」、二次
冷媒を「二酸化炭素」の自然冷媒へ転換、温室効果ガス排出量の削減を目指
し、「さらに地球環境に優しい」地盤凍結工法であるＩＣＥＣＲＥＴＥ工法
を確立いたしました。

L is B（エルイズビー）新光重機
Ｂ－

遠隔化・自動化重機にレンタルという選択肢

　既存建機に後付けで、遠隔・自動運転を実現。油圧ショベル、キャリアダ
ンプ、ブルドーザー、振動ローラー、ホイールローダー等、あらゆる建機に
取付可能。

Ｂ－
現場のチャット「direct／ダイレクト」

　L is Bのブースでは、現場向けの業務効率化ツールをご紹介しています。
建設やインフラなど社超の企業が導入しているビジネスチャット「dire
ct／ダイレクト」は、シンプルな操作性や、協力会社と安全につながるセキ
ュリティ機能に加え、タスクの管理も可能です。その他にも撮影するだけで
クラウド上で写真が自動共有され、タグや電子小黒板での自動分類も可能な
「タグショット／タグアルバム」、現場の知識や技術を動画で共有できる企
業向け技術継承ソリューション「ナレッジ動画」など、様々な業務効率化ソ
リューションについて詳しくご説明いたします。弊社ブースへお気軽にお立
ち寄りください。

ケミカルグラウト
Ｂ－

エコタイト－Ｓ
　建築基礎に適用できる高圧噴射撹拌工法

　エコタイト－Ｓ工法は、ばらつきの小さい高品質な地盤改良体を造成する
ことができる高圧噴射撹拌工法です。改良体コアの一軸圧縮強さの変動係数
％を採用できることについて、建築技術性能証明（ＧＢＲＣ性能証明　第
－号　改１）を取得しております。また、施工機械が非常に小さいため、
建物屋内などの狭隘空間から施工することができます。この特長を活かして、
既存建物の耐震補強・液状化対策や、建替え工事における直接基礎の築造な
ど、建築分野で幅広く採用いただいております。

コルク インフラ物性研究機構 太陽誘電
Ｂ－

水害モニタリングソリューション

　豪雨災害の激甚化に伴い、水害対策の重要性が高まっています。当社は、
水位計・冠水センサ・浸水センサを活用したソリューションをご提案します。
河川や水路の水位監視、道路冠水の早期検知、建物や設備の浸水検知をリア
ルタイムで実現します。異常発生時には即座に情報を通知し、迅速な避難判
断や設備保護を支援します。ブースでは来場者様に具体的な活用イメージを
お持ちいただけるよう、浸水検知および異常通知のデモンストレーションを
実施させていただきます。自治体、インフラ事業者、工場、商業施設など幅
広い現場で導入可能です。大切な人命と資産を守るための防災・減災対策を
ご紹介します。

Ｂ－
舗装再生の最前線（SPring－８が拡げた世界）

　道路舗装分野では、維持管理の効率化と長寿命化、さらにＣＯ削減や再
生骨材利用による環境負荷低減が重要課題となっています。これらを解決す
るには、デジタル技術を活用したアセットマネジメントの高度化に加え、再
生骨材利用技術と中温化技術を組み合わせた新工法の導入など、多面的な技
術革新が求められます。すなわち、目視中心の事後保全から、損傷要因の科
学的解明と劣化予測に基づく予防保全への転換が不可欠です。インフラ物性
研究機構は、産官学連携のもとSPring－８を活用したミクロレベルでの損
傷要因解析を進め、舗装技術の高度化に寄与しています。

Ｂ－
デジタルツイン施工計画クラウド「ＫＯＬＣ＋」

　ＫＯＬＣ＋（コルクプラス）は、ＢＩＭ／ＣＩＭ、点群、２Ｄ図面、Ｉｏ
Ｔ、ＧＮＳＳなどをクラウド上で統合・一元管理できるデジタルツインサー
ビスですが、ついに　３ＤＧＳ（３Ｄ Gaussian Splatting）も統合可能に
なりました。３ＤＧＳをＢＩＭや点群と統合し、土量計算、断面図化、断面
解析、マークアップ、３Ｄメモ等の多角的な活用が可能です。３ＤＧＳを
「見る」だけではなく、「測る・比べる・活用する」新たなフェーズをぜひ
ご体験ください。

ともに創る建設の未来。



（１２）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　１０月１６日　（金曜日）

日本工営 日本工営都市空間 安藤ハザマ

ワキタ アイシンセントラルコンサルタント

日さく エクシオ・デジタルソリューションズ／ＮＤＩソリューションズ ジャパン・インフラ・ウェイマーク

Ｂ－
人手不足時代のインフラマネジメントＤＸ

　日本工営は、東京海上グループの一員として、社会インフラ分野で培った
知見とデジタル技術を活用し、防災・減災やインフラ維持管理の高度化を通
じて、社会課題の解決と持続可能な社会の実現に貢献しています。展示会で
は、衛星ＳＡＲ解析による地盤・インフラ変動モニタリングシステム「LIAN
A」、道路等維持管理支援システム「Manesus」、ＡＩ橋梁点検ツール「Ha
shimiru」、公共樹木データベースシステム、防災マネジメント支援システ
ム「Stage」、水路点検システム「モモタロウ」、藻場創生適地提案システ
ム「MobaDAS」等、人手不足時代のインフラマネジメントを支える先端技
術の展示・紹介を行います。

Ｂ－
まちづくりの課題解決につながる実践的なヒントを。

　日本工営都市空間は、自治体が抱えている人口減少やインフラ老朽化、脱
炭素化など、自治体を取り巻く自治体課題解決を支援します。展示では、３
Ｄ都市モデルや先進計測技術の活用事例をはじめ、スマートシティ、都市再
生、脱炭素など、サステナブルなまちづくりに向けた取り組みをご紹介しま
す。課題解決のヒントとなる事例もご紹介しますので、ぜひお立ち寄りくだ
さい。
〈展示内容〉
・スマートシティ実現に向けた３Ｄ都市モデル
・ＳＬＡＭを用いた三次元計測技術
・土地区画整理の技術を活用した都市課題への対応
・脱炭素に向けた取り組み

Ｂ－
気象データサイエンスによる施工管理・労働災害防止技術

　安藤ハザマは気象データをフル活用し、施工サイクル全体を支援します。
工事着工前には過去の気象データを分析し、気象リスクを定量的に把握。毎
日の現場管理には「ピンポイント天気予報KIYOMASA PRO」を活用し、
現場周囲１㎞×１㎞の天気を５分間隔で予報します。時間雨量や積算雨量の
アラート基準設定も可能です。予報をもとにした工程変更はエビデンス付き
で記録し、ゲリラ豪雨や雷、突風などシビアな気象現象に対応しながら施工
を進められます。さらに日々の危険予知活動は「気象危険予知KKY」を活
用し、過去の気象・労災データから災害を推測・共有することで安全意識の
向上に寄与します。ぜひブースにお立ち寄り下さい。

Ｃ－
交通事故ゼロを目指す社会へ。　ＡＩで道路管理ＤＸ「みちログ」

　令和７年度岡崎市では、道路穴に起因した交通事故０件、年間件の異
常検知。みちログは自動車部品メーカーとして培ってきた技術を活用し、現
場の声を反映して、使いやすさに重点を置いた道路維持管理支援サービスで
す。
　道路のＡＩ画像解析により、ポットホールやひび割れ、白線かすれなどの
道路異常を自動検知。また、市民通報管理やＬＩＮＥ通報にも対応し、電話
対応や現地確認などの業務軽減にも貢献しています。道路パトロールから補
修管理まで、道路維持管理のＤＸをぜひブースでご体感ください。
　国・自治体の皆さまをはじめ、建設コンサルティング企業や、新たなサー
ビス創出に関心のある皆さまのご来場をお待ちしております。

Ｃ－
遠隔操縦技術・インフラ点検　ＤＸ化

【遠隔操縦技術】簡易脱着式汎用遠隔操縦装置をご紹介します。この装置は
建機を改造することなく着脱することができます。また高速・大容量通信技
術と組み合わせることで、超遠隔地から建機をリアルタイムに操作すること
ができます。
【インフラ点検　ＤＸ化】手に持って歩くだけで簡単に３次元測量できる、
ハンディ型レーザースキャナ　LiDAR SLAM「ＲＳ」を展示。洞道・鉄
塔・ポンプ室・太陽光発電設備など、インフラ点検　ＤＸ化の取り組みをご
紹介します。フォトリアルな３ＤＧＳデータ活用、点群からの３Ｄモデリン
グ、°パノラマ写真にも対応可能です。

Ｂ－
３ＤＧＳ現場調査・違法駐輪ＡＩ解析・ＩＣＴ流域治水対策

①３ＤＧＳ（ゲームエンジン）を活用したバーチャル現場調査：３Ｄ空間上
に現場をバーチャルに再現し、遠隔地から複数人で現場調査・協議を行う
仕組みづくりなどを提案します。
②違法駐輪のＡＩ解析：ＡＩによる画像解析により、人・モノ・交通などを
自動で検出・解析。違法駐輪の画像を学習させることで違法駐輪車を特定
し検出できる技術を提案します。
③流域治水対策の見える化：浸水時の状況や災害復旧計画をシミュレーショ
ンやＶＲ、３次元モデルによる可視化への取組みを提案します。
④道路設計におけるＢＩＭ／ＣＩＭの活用：ＢＩＭ／ＣＩＭを活用し、走行
シミュレーションと地下埋設物の干渉チェックを行った技術を提案しま
す。

Ｃ－
創業明治年の歴史で蓄積した技術を駆使したサービスを提供

　井戸に取り付ける手押しポンプは、災害の発生によって、水道水の供給が
途絶えた場合でも、動力源不要で生活用水の確保ができます。また、ポンプ
部が水面下となる構造のため、地下水位の低い井戸でも優れた揚水能力を発
揮します。
　当社では、道路下陥没の早期調査として地中レーダー探査機を保有してお
り、埼玉県内で活躍しています。また、常時微動を測定することにより、地
下地質構造の可視化を図る微動アレイ探査も実施しています。

Ｃ－
「プロジェクト×工事原価管理×ＡＩ」トータルソリューション

　建設業特有の複雑な「業務プロセス改善」と「原価管理のコスト削減」を
まとめて支援。
　エクシオ・デジタルソリューションズの「プロジェクト管理ソリューショ
ン」では「業務プロセスの可視化・改善」を実現。
　ＮＤＩソリューションズの工事原価管理システム「シーツーエグゼキュー
ト」では、「月次決算の早期化」、「問題工事の早期把握」、「管理コスト
の削減」を実現。
　本展示では、この２つのソリューションを連携し、建設業向け基幹トータ
ルソリューションをご提案します。また、対話型ＡＩ「ヒヤリハットあるあ
るちゃん」と予測・提案型ＡＩを活用した次世代の工事原価管理システム
「Ｃ２Ｅ．ＡＩ」の情報も、いち早くお届けします！

Ｃ－
ドローンによる橋梁点検

　当社ブースでは、ドローンとデジタル技術を活用したインフラ点検ソリ
ューションをご紹介します。橋梁点検で活用するドローン技術をはじめ、点
検記録の作成・管理を効率化する電子野帳アプリを実際に操作できる体験型
デモをご用意しています。また、狭隘部や複雑な屋内空間でも安全に進入可
能な小型ドローンの「Skydio R」の展示も実施。現場の安全性向上や省
力化、業務効率化を実現する最新の点検技術をご紹介します。橋梁をはじめ
としたインフラ維持管理に携わる皆様の課題解決に役立つソリューションを
ぜひ会場でご体感ください。

メインマーク高洋商会ポップリベット・ファスナー
Ｃ－

新技術・片面施工・省人化・無火気　ＰＯＰワンサイドボルト

　建築・土木分野の片面施工締結技術を提供するメーカーです。自動車・電
機業界でも幅広い実績があります。建設技術展に初出展し、橋梁補修や改修
の省人化、建築新設、安全性向上に貢献する締結ソリューションをご紹介し
ます。
　展示製品は、締結完了時間４秒の新製品「ＰＯＰ高力ワンサイドボルト」、
Ｍボルト相当の強度を有し、振動に強く取り外しも可能な新製品「Ｐ－Ｌ
ＯＣＫ－Ｓ」、締結時間．秒の「高強度ポップリベット」、「ポップナッ
ト」、および「バッテリ式専用締結工具」です。狭隘部や無火気環境でも片
側から施工でき、施工性・安全性・品質の向上を実現します。ぜひ当社ブー
スで実機展示をご体感ください。

Ｃ－
透水ボード型枠【アクアトール】　透明型枠【クリアーフォーム】

　透水ボード型枠【アクアトール】は業界初の「ボード」型の透水型枠です。
コンクリート表面の余剰水や空気を排出することで、高品質なコンクリート
に仕上がることはもちろん、気泡（アバタ）が発生せず、美観も向上します。
またボードである利点は取り付けに掛かっていた手間の軽減や皺発生を劇的
に削減できます。現場の声を反映して年以上経て開発した透水型枠の新基
準を提案いたします。
　透明型枠【透（クリアー）フォーム】は打設管理を可視化し、高品質で安
心・安全なコンクリート仕上がりに必要不可欠な型枠技術です。使用現場は
累計現場を突破し、橋脚下部上部工、護岸、トンネルなど、あらゆる躯
体工事に使用が可能です。

Ｃ－
【東京都新技術登録】既存舗装を壊さない　道路下空洞充填工法

　省スペース施工で工期・コストを削減できる道路下空洞充填工法「テラテ
ック工法」をご紹介します。
　テラテック工法は、東京都建設局新技術情報データベースに登録された沈
下修正工法です。路面下に発生した空隙・空洞に対し、アスファルト表面か
ら小口径の削孔を行い、特殊ウレタン樹脂（テラテック樹脂）を注入・充填
します。大規模な開削・はつり工事を伴わないため、交通規制を最小限に抑
え、夜間等の短時間施工が可能です。
　注入された樹脂は地中で膨張し、空洞の隅々まで行き渡り、道路の陥没を
未然に防ぎます。また樹脂の膨張力は、周辺の緩んだ地盤を締め固める効果
も発揮し、インフラの長寿命化に貢献します。

ＩＨ式塗膜剥離技術協会リモート・センシング技術センター矢崎エナジーシステム
Ｃ－

矢崎の商用車プローブデータ

　業務用車両（商用車）に搭載が義務付けられているデジタルタコグラフか
ら運行情報を取得し「商用車プローブデータ」としてご提供しております。
　矢崎のデジタルタコグラフとドライブレコーダーの一体型車載器にて、商
用車の運行情報を時間、毎日、年中、休む事無く、全国分のデータを高密
度（．秒）で取得し蓄積しております。そのデータは１日で万㎞（※
年９月時点）を超える大容量プローブデータです。
　日本全国を走り回るトラック・バスのデータから「走行経路」「通行量・
平均通行時間」「ヒヤリハット情報」などを用途に合わせてご提供いたしま
す。道路維持管理、道路交通計画、交通安全対策前後比較や災害復興計画な
どにご活用いただけます。

Ｃ－
衛星画像を活用しよう！－地表面変位計測サービス「ＲＩＳＥ」－

　一般財団法人リモート・センシング技術センターは、衛星画像や衛星リモー
トセンシングに関する研究開発から運用・利用に至る総合力でトータルソリ
ューションを提供し、環境問題、災害、国土管理、農林水産など様々な分野
の社会課題の解決に取り組んでおります。
　今回、建設技術展関東でご紹介するサービスは衛星画像のみから地表
面の変位を計測するもので、広範囲を一度に計測し、国内外問わず対象箇所
及びその周辺の地表面変位の状況をご確認頂けます。
　近年、様々な分野で衛星画像の利活用が進んできている中、弊財団のブー
スがご来場者様にとって有益な情報収集の場になると幸いです。皆様のお越
しをお待ちしております！

Ｃ－
ＩＨ式塗膜剥離工法

　ＩＨ式塗膜剥離工法は、高周波で橋梁の塗装を剥がす工法です。高周波で
鋼材表層に発生するジュール熱が塗装との接着面の付着力を乖離させること
でスクレーパーで粉塵飛散を抑えて、フィルム状にはく離させることができ
ます。当協会の装置エレクトロリムーバーは、小型で現場での取り回しが良
いので、足場架設が出来ない跨線橋や歩道橋での実績があります。

エアーム日本物理探鑛竹中土木
Ｃ－

ＩＣＴ盛土管理システムを利用した総合的盛土

　盛土施工管理における材料、施工、品質の各工程をＩＣＴ技術で統合管理
するシステムです。材料品質管理では、全ダンプの粒径と含水比を短時間で
計測し、高品質な材料確保を可能にします。施工管理においては、２基のＧ
ＮＳＳアンテナを搭載した「Dual Mast Roller」により、勾配地や旋回時
でも水平㎜、鉛直㎜以内の高精度な転圧軌跡管理を実現しました。さら
にＲＩロボットが自律走行で締固め密度試験を自動化。これらのデータをク
ラウドで一元管理することで、盛土の品質向上と省人化をトータルで実現し、
次世代の土木施工管理のスタンダードを提案します。

Ｃ－
見えない地下に迫る複合探査技術

　私たちは創業より年、見えない地下の情報と向き合ってきました。地中
探査から地質調査まで幅広く手掛ける当社ならではの調査技術をご紹介しま
す。
　地中レーダ探査、磁気探査、インテグリティ試験、ドローン調査などを組
み合わせ、埋設物の把握、既設基礎の調査、地盤リスク評価を行った事例を
展示します。さらに、ＡＩを活用したデータ解析による効率化・高度化にも
取り組んでいます。陥没事故や埋設管接触事故、予期せぬ設計変更・施工停
止などのリスク低減に貢献する総合的な調査・評価技術を通じて、安全で効
率的なインフラ整備をご提案します。

Ｃ－
構造物の調査点検・維持管理ソリューション「Panoca」

　Panocaは、図面やパノラマ写真、現場の記録をまるごと一括管理するク
ラウドツールです。現場のタブレット端末上で図面に直接撮影位置を記録し、
写真上の損傷等には情報と紐づいた属性タグを配置して管理します。この情
報は自由に設計できるため、様々な調査・点検業務へ適用でき、「群マネ」
のような維持管理業務にも幅広く対応可能です。点検履歴の蓄積によって損
傷進展を容易に把握できるほか、損傷傾向を図面上に色分け表示する分析機
能や帳票の自動生成も備えます。さらに単眼深度推定ＡＩを活用することで、
写真１枚から寸法計測を実現し、高所作業の削減や点検業務の省力化・安全
性向上、関係者間の円滑な情報共有を力強く支えます。

シーティーエス鴻池組若築建設
Ｃ－

ＤＣ－ＰＣ桟橋　供用休止５割減の桟橋構造

　ＤＣ－ＰＣ桟橋は、現場打設ＲＣ桟橋に比べて多くのメリットを持つ新形
式の桟橋上部構造です。まず、上部工が軽量化されることにより杭本数が減
少し、施工コストの削減が期待できます。また、プレキャスト部材を使用す
ることで海上施工のスピードが向上し、工事技術者の作業負担が軽減される
ため省人化が可能となります。さらに、施工過程で発生するＣＯを削減す
ることで環境負荷を軽減します。加えて、プレストレストコンクリートを採
用しているため、桟橋の維持管理性が向上し、長期的な性能を保つことがで
きます。このように、ＤＣ－ＰＣ桟橋は機能性や環境面、施工効率において
優れた構造形式を提供します。

Ｃ－
建設ＤＸ、インフラ再生、環境技術にも『まじめに、まっすぐ』

　建設業界では、不足する労働力や衰退する技術力を補うために生産性向上
・省力化工法を導入することや、持続可能な社会の構築のために環境に配慮
した材料を開発することが不可欠となっています。今回は、老朽化したトン
ネルにおいて、安全かつ高速に覆工表面を切削除去し覆工コンクリートを再
構築する『Reライニング工法』、人に代わって現場巡回や危険箇所の点検
を行う四足歩行ロボット『KOCoRO／心』、鴻池組が手掛ける環境配慮型
コンクリートブランド『Kcrete』など、鴻池組の建設技術に関する取組み
についてご紹介します。

Ｃ－
現場業務支援サービス　サイトアシストパッケージ（ＳＡＰ）

　サイトアシストパッケージ（ＳＡＰ）は、働き方改革や労働人口減少によ
る深刻な人手不足に対応するため、ＩＣＴを活用して建設現場のＤＸ化・生
産性向上を支援する情報共有インフラサービスです。クラウドストレージ・
クラウド映像サービスなど複数のデジタルサービスを、お客様のニーズに応
じて柔軟に組み合わせることで、現場データの一元管理・共有・活用を実現。
高画質なクラウド映像により現場を見える化し、リアルタイムで正確な指示
・支援を可能にします。

リフリート工業会和建
Ｃ－

手間もコストも脱却！　送電線工事をスマートにする「Ｗマット」

　従来の送電線工事で必須だった砕石、マクラギ、敷鉄板による軟弱地盤対
策。Ｗマットは、それらすべてを「不要」にする革新的な軽量覆工板です。
圧倒的な軽量化により、材料費だけでなく運搬費も大幅にカット。現場のコ
スト削減と省力化をこれ１枚で実現します。ぜひブースまでお越しください。

Ｃ－
インフラマネジメント：長寿命化にむけた維持管理サイクルの提案

　近年、頻発する激甚災害の経験を踏まえると、安心・安全な未来社会を構
築していくためには「インフラ構造物の長寿命化」に向けた諸施策の具体化
と実行の推進が望まれます。リフリート工業会では信頼と実績を有する「リ
フリート工法」を中心とし、太平洋セメントグループが有する技術を活用し
た維持管理サイクルをご紹介します。老朽化した構造物の調査・診断から補
修材料・補修工法の提案・実行、モニタリング機器類の設置まで、様々な技
術で揺るぎない未来社会を築いてまいります。

アジア航測
Ｃ－

空間情報技術で社会をつなぎ地球の未来を創造する

　アジア航測株式会社は、国土の保全や社会インフラにかかわる様々な課題
に対し、「測る技術」を基軸とした事業により、解決策を提供し続けてきま
した。私たちの社会的使命は、過去と現在、未来をつなぐ地理空間情報を核
として、常に技術の深化や探究により新たな価値の創造に挑戦し続け、社会
課題に誠実に向き合い解決するエンジニアリング企業として、安全・安心で
持続可能な社会の構築に貢献することです。今回は、当社が保有する最新機
材（ＬＰ・ＡＬＢ、ＭＭＳなど）を用いた空間計測技術、ＤＸ・ＡＸとして
三次元データを用いたコンサルティング技術をご紹介します。

清水建設 日本道路 飛島ホールディングス（飛島建設／テクアノーツ／極東建設）
Ｃ－

サイバー建設現場システム／潜水技術／水中水陸両用バックホウ他

　飛島建設は、ＢＩＭ／ＣＩＭと現場情報をクラウド統合し遠隔臨場を実現
する「サイバー建設現場」、全自動ドローンによるインフラ点検・地表変位
計測、LiDARでトンネル切羽を高速可視化する「TFS-Mapper」、最先端
ＩＣＴで建設現場のＤＸを推進。テクアノーツは潜水管理と水中削孔・耐震
補強を融合した総合潜水技術、作業時間を１／に短縮する可変式浮桟橋等、
水中・海上施工のプロ集団。極東建設は水深ｍ対応の水中・水陸両用バッ
クホウで、岩盤穿孔から浚渫、サンゴ移築まで幅広く対応する技術力を誇り
ます。

Ｃ－
～道路の脱炭素化に向けた新たな取り組み～

　深刻化する地球温暖化に対し、排出削減には限界があります。弊社は道路
を「炭素の貯蔵庫」へと進化させる技術で、インフラを環境負荷の源から
「環境貢献」の象徴へと再定義します。『バイオ炭アスコン』『モクロック』
は、道路自体が炭素を固定・吸収する革新的な技術です。さらに『ＰＥＴア
スコン』『スーパーＰＥＴアスコン』では資源を有効活用し、施工時の排出
を極限まで抑制します。これらの環境工法は、年のカーボンニュートラ
ル達成に向けた極めて有効なソリューションです。

Ｃ－
脱炭素社会の実現に向けた技術

　シミズグループは環境ビジョン「SHIMZ Beyond Zero 」のもと、自
社活動による負の影響をゼロにし、顧客や社会にプラスの環境価値を提供す
る未来を目指して、環境価値の創造に取り組んでいます。ブースでは、木質
バイオマスを炭化した「バイオ炭」をコンクリートや地盤に混合し炭素を貯
留する技術、大気中のＣＯをコンクリートに吸収・固定化する技術、海水
から直接ＣＯを回収する技術など、最新の技術を紹介します。

ともに創る建設の未来。
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因幡電機製作所 豊国工業 アルモニコス

アストン協会 西松建設エスイー

シバタ工業 経済調査会 Polyuse

Ｃ－
長寿命道路照明設備「I-els」

　「I-els」は電気特性の見直しと適切な配光制御により、高いエネルギー消
費効率を実現した「高効率道路灯」、紫外線に強いフッ素と化学物質が規則
的に結合し、強固な塗膜を形成する「超耐候性フッ素ハイブリッド粉体塗装」、
シミュレーション解析と実物による検証試験によって疲労等級Ａ等級を実現
した「高疲労等級リブベース」の３つを組み合わせた道路照明設備です。
　省エネルギーかつ高寿命な設備を提供することで道路照明インフラの長寿
命化に貢献します。

Ｃ－
先人の技術の結晶を現代の技術で磨き上げ未来へつなぐ水門メーカー

　我社はダム、河川、水路、港湾などに設置される、水門設備の専門メーカー
です。水害から人々の命や暮らしを守り、豊かな暮らしに必要な水を制御す
るため、新たな技術に挑戦し、更なる技術の向上を目指して未来に向けた活
動を行っています。本技術展では、コンパクトな水門用ワイヤロープウイン
チ式開閉装置、ＬＰＷＡを活用した危機管理型水門管理システム、アプリで
の水門遠隔操作システムをご紹介します。ブースでは、これらの製品に関す
るパネルや模型を展示します。ＬＰＷＡを活用した危機管理型水門管理シス
テム、アプリでの水門遠隔操作システムに関しては、デモ機の確認、操作の
体験も出来ます。ぜひ『ホウコク』のブースにご来場ください。

Ｃ－
大規模点群モデリングソフト　ClassNK-PEERLESS
自動寸法作成ソフト　ラクスン

　①ClassNK-PEERLESSは、ハードルが高い点群モデリングを「点群を塗
る」という直感的な操作で実現する革新的なソフトウェアです。各種ＢＩＭ
ソフトに属性を保持したままデータを連携でき、点群データの活用をスムー
ズにします。建築・土木業界では、建物の躯体部分や鋼材、建築設備（配管
等）の他、橋梁やトンネルなどの構造物をモデリングする場面で活用されて
います。
　②ラクスンは、２Ｄ図面の寸法作成を自動化するアドインソフトです。３
Ｄモデルからの２Ｄ図面作成や寸法記入・出図までをボタン一発で自動化し、
作業時間を最大約％削減できます。企業独自の設計ルールにも対応し、業
務効率化と図面品質の標準化を実現します。

Ｃ－
横浜湘南道路トンネル工事／山岳トンネル無人化・自動化施工技術

　横浜湘南道路トンネル工事（当社ＪＶが神奈川県内において施工中）の施
工技術および当社が開発を進めている山岳トンネルの無人化・自動化施工技
術の中から、以下の技術を紹介します。
①NS-BRAINs：シールドトンネルの設計データや施工時の各種データを取
り込み、分析・評価することで、異常を検知し、トラブルを未然に防ぐシス
テム、②ＧＦＲＣセグメントを活用した大口径シールドによる地中接合の施
工実績、③Tunnel RemOS：山岳トンネルの無人化（遠隔操作）・自動化
施工システム、④バッチャープラント材料自動管理システム、⑤濁水処理設
備総合管理システム：濁水処理設備の薬品添加量をＡＩで自動調整するシス
テム。

Ｃ－
コンクリート構造物の予防保全・長寿命化対策ＣＳ－シリーズ

　ＣＳ－シリーズ（液体・けい酸塩系表面含浸材）は、橋梁・トンネル等、
コンクリート構造物の予防保全・長寿命化に有効な表面保護工法（表面含浸
工）。年にアストン社が開発した国産材料。新設・既設を問わず件
（国交省件）超の公共事業で採用。北海道から沖縄まで、全国約社の
アストン協会会員が材料販売・施工に対応。コンクリート表面から塗布・浸
透させることで、微細ひび割れや打継目を含む表層部を緻密化、水や劣化因
子の侵入（鋼材腐食）を長期にわたり抑制。水分供給が繰り返される雨掛部
等では継続する反応により、ひび割れの進展・拡大を抑制。新築建物の躯体
防水、打継ぎ部処理、漏水補修にも適用可能。

Ｃ－
ＨＡＬＵパネル工法・ＳＥＥＥグラウンドアンカー工法

【ＨＡＬＵパネル工法】表面材であるＨＡＬＵパネルと地山に造成した補強
材を頭部定着材で連結し、一体化した補強土壁を構築することで、法面の安
定化を図る切土補強土工法です。特長：①工場製品で施工が容易なため、現
場の省力化・工期短縮が図れる②逆巻施工で１段ごとに補強土壁を完成させ
るため、施工時の安定性が確保できる。
【ＳＥＥＥグラウンドアンカー工法】「頭部定着具の耐震性」と「緊張力調
整機能」が確認されたアンカー工法です。特長：①衝撃荷重、繰返し荷重に
対して定着機能を維持できる②緊張力の変動に対して適切な調整ができる③
ポリエチレン被覆および防錆油により防食性が高い④全長にわたり二重防食
構造のため耐久性が高い。

Ｃ－
細粒土砂の流出防止　土砂捕捉スクリーン＆流木スクリーン

　「土砂捕捉スクリーン」は中長期的な細粒土砂の流出による災害を防止す
ること、かつ簡易に設置が可能な新し　い砂防施設として株式会社建設技術
研究所とシバタ工業株式会社が共同で開発しました。
　特に、山地部に近い新興住宅地や山間地で流末水路が十分でない集落等に
おいて、豪雨災害後の土砂による氾濫被害を防止・軽減いたします。「流木
スクリーン」は、掃流区間に適用できる流木捕捉工です。縦断方向に長い断
面　構造は、流木捕捉時の外力に対して、転　倒に安定した構造で、捕捉面
積が広く、かつ捕捉面が傾斜構造となっているため、流水と流木を分離しや
すく、効率的に流　木を捕捉します。

Ｃ－
「積算資料電子版」をリニューアル／教育・学習に「施工動画！」

　「積算資料電子版」が年４月号よりリニューアル！月刊積算資料、積
算資料別冊、土木施工単価の過去から最新号までの単価をWebでご覧いた
だけます。価格推移のグラフ表示、変動した単価の絞り込み、選択した単価
のダウンロードなど、便利な機能を多数搭載。進化した「積算資料電子版」
をぜひご活用下さい。「施工動画！」は、工事の施工手順、積算方法、施工
上の留意点等をWebで「いつでも」「どこでも」学べる教育・学習ツール
です。ＣＰＤＳ・ＣＰＤ単位を単位（ユニット）以上取得できます。若手
社員の教育教材や施工・積算の理解を深めるのに最適です。充実した「施工
動画！」のラインナップを是非ご覧下さい。

Ｃ－
建設用３Ｄプリンタで工期短縮と省人化を実現

　株式会社Polyuseは、日本の建設現場に最適化された建設用３Ｄプリンタ
を開発・提供する国内唯一のメーカーです。これまで人の手で行ってきた現
場打ち構造物の施工を機械による造形へ置き換えることで、深刻化する建設
業の人手不足の解消と、型枠工程の削減による大幅な工期短縮を実現します。
　構造物のみの発注が可能：３Ｄプリンタをお持ちでない現場でも、構造物
単体での発注が可能です。
　全国配備で高いアクセス性：全国への機材配備が進み、どこからでも３Ｄ
プリンタ構造物にアクセスしやすい環境を実現します。
　件超の施工実績：道路・河川・港湾など、土木・建築分野で国内シェ
ア％超の実績事例をご紹介します。

旭イノベックス福田グループ（福田組・福田道路・興和・リアス）中央復建コンサルタンツ
Ｃ－

見えない地下に最先端ＤＸを　年の信頼×未来を拓くＣＦＫ

　当社は今年創業周年を迎え、長年培ってきた技術力とＤＸ・ＩＣＴ分野
における最新の取組みを展示します。
　本展示では、世界最大級の特殊大断面トンネルプロジェクトやインフラＤ
Ｘ大賞を受賞したプロジェクトにおけるＤＸ活用事例をご紹介します。さら
に、ハンドルコントローラーを使ったドライブシミュレーションや３Ｄモデ
ル空間を探索できるゲーム体験、ご自身のスマホで２次元バーコードを読み
取るだけで簡単にＢＩＭ／ＣＩＭモデルを閲覧することができるＣＦＫ PA
NORAMA-Managerなど最先端ＤＸを通じて当社のＢＩＭ／ＣＩＭ技術を
身近に感じていただける体験型展示も実施します。

Ｃ－
デュアルシールド工法、ＡＩ路面診断、地中熱・下水熱、地盤改良

【福田組】シールド切替型推進工法『デュアルシールド工法』：ＶＲ映像で
施工現場の紹介

【福田道路】ＡＩ舗装診断『マルチファインアイ』、凍結路面対策『ファイ
ンシート工法』

【興和】地中熱利用ヒートパイプ融雪工法、下水熱利用空調融雪システム：
模型でのヒートパイプ紹介

【リアス】地盤改良工法『MMB工法』『スーパーDoma』『スーパーCube』
地盤コンサルティング、土壌環境コンサルティング

　〝ＶＲ映像〟や〝模型〟〝パネル〟などで各工法の内容を分かりやすく解
説します。
　福田グループのブースに是非お立ち寄りください。

Ｃ－
無動力自動開閉ゲート

　旭イノベックスは年の創業以来、公共事業である水門、橋梁、水管橋、
鋼管、各種鋼構造物の設計、製造、据付を行っております。特に、異常気象
や自然災害による洪水や高潮、津波などから人を守り無人無動力で自動開閉
する「オートゲート」を開発し、全国で門を超える施工実績を有してお
ります。
　この技術は世界に問うべき日本の防災技術として高く評価されておりま
す。私たちは、「旭」の技術を形にし、社会資本整備を通して国民の貴重な
生命と財産を守る社会活動に貢献しております。
　また、長年培った金属加工を主軸に、進化する技術を取り入れ、守るべき
ものを伝承し、世界が抱える多くの困難解決に挑戦しつづけてまいります。

菱建基礎ピーエス・コンストラクション東京建設コンサルタント
Ｃ－

非接触式河川表面水温連続観測、水門開閉状況一元監視

　ＩｏＴ・ＩＣＴによる防災や環境に関するＤＸや維持管理に関して、（１）
ＬＰＷＡとセンシング技術により引上げ式水門・樋門の開閉状況を自動検知
し、土木研究所が定める標準データ仕様に準じたデータを送信するシステム、
（２）河川環境要素である表面水温を非接触センサーで連続観測し、クラウ
ドを通じてリアルタイム配信可能とする安価で維持管理が容易なシステム、
（３）「流域治水デジタルテストベッド」を活用し、水害ハザードや暴露、
貯留機能等に関する評価指標を可視化するビューアなどを紹介致します。ま
た、遊水地の設計を効率化・高度化する技術開発として、無動力式起伏ゲー
トを用いた越流堤の共同開発内容に関して展示・紹介を行います。

Ｃ－
コンクリート構造物の補修・補強技術を多数展示

　当社は年の創立以来、プレストレストコンクリート技術の日本初のパ
イオニアとして、各種の建設工事に数多く実績をあげており、国内有数のＰ
Ｃゼネコンとして競争が熾烈な建設業界の中でも独自の存在感を堅持しなが
ら事業を展開しております。
　「ＬＡＣ脱塩工法」、「ＵＢ－ＷＡＬＬ工法」の他、補修・補強技術を多
数展示しております。展示ブースへ是非お立ち寄りください。

Ｃ－
『縁の下の力持ち』場所打ち杭のリーディングカンパニー

　菱建基礎は、昭和年フランスよりベトノ機を導入し、オールケーシング
工法の実績を積み重ね、その技術力を磨き上げてきました。
　今回の出展は、主力のオールケーシング工法を軸にした応用工法、コンク
リートの設計基準強度がＮ／まで適用可能な『アースドリル式拡底杭工
法（new Ace工法）』、無排土・低騒音・低振動で環境に優しく、斜杭施工
を可能にし耐震性に優れた『回転杭工法（つばさ杭）』、仮設土留めが不要
なプレキャストＰＣ部材による連続壁工法『Ｈ型ＰＣ杭』など日本建築セン
ターの「評定書（工法等）」や土木研究センターの「建設技術審査証明報告
書」に裏付けされた先進の技術をご紹介します。

日本基礎技術東洋建設ピーエスケー
Ｃ－

ＰＣ橋工事を支える総合資機材の提供サービス

　当社は、ＰＣ（プレストレストコンクリート）工事に係る資材・機材の提
供およびエンジニアリングを行う総合資機材会社です。橋梁はその形式や施
工条件によって最適な架設方法が異なるため、当社では現場条件やお客様の
要望に応じた架設計画を立案し、それに適した機材の提案・提供を行ってい
ます。
　本展示では、エレクションガーダーや移動作業車（フォルバウワーゲン）を
はじめとする架設機材や各種架設工法についての紹介を行うとともに、シー
スや接合キー、偏向管といったＰＣ橋梁用資材の実物展示を行います。さら
に、施工事例の紹介を通じて、計画から現場対応までの技術をご覧いただけ
ます。

Ｃ－
カーボンニュートラルに向けた技術と取り組み

　洋上風力事業の中核資産として新造した国内最大級の自航式ケーブル敷設
船「DISCOVERY」とNEDOの未来型新エネ実証制度に採択された「国内
の複雑な海底地盤に対応したケーブル埋設技術」をご紹介します。
　また、生態系に配慮した海洋環境の形成に向けた人工干潟や藻場造成、海
面処分場でのＣＯの固定化技術など、環境負荷軽減に向けた様々な取り組
みもご紹介いたします。
　東洋建設は再生可能エネルギー事業の普及促進と地球環境の保全に向けた
取組みを通じてカーボンニュートラル社会の実現に貢献していきます。

Ｃ－
自動機械化技術

　「i-Construction．」への取り組みとして、自社開発のロボット　自動
化施工技術を紹介します。人的作業の軽減や安全性・生産性の向上を実現す
る先端工法をご紹介します。
　主な紹介工法・システム
　二重管自動削孔機　Ａ－ＲＰＤ：グラウンドアンカー工や薬液注入工など
で、無人自動削孔による安全性向上を図ります。
　小口径自動削孔機　ＡＢＭ－：ダムグラウチング工や薬液注入工などで
活躍する自動削孔技術です。
　Eight工法：タブレット操作で自動制御するスラリー中圧式自動撹拌工
法。

皆元商事大成建設グループパシフィックコンサルタンツ
Ｃ－

『サステナ∞レジリエンス社会』へ挑戦

　私たちパシフィックコンサルタンツは、社会課題を解決に向けて『サステ
ナ∞レジリエンス社会』へ挑戦します。
　【挑戦１】分散型インフラマネジメント　～人口減少に適応し、価値を生
み出す分散型インフラへの挑戦～
　【挑戦２】オールレンジ・レジリエンス　～犠牲者ゼロを超えて、社会経
済を止めない災害レジリエンスを全方位で追求～
　社会課題を６つの視点（①インフラ維持管理、②交通・モビリティ、③地
域マネジメント、④環境・循環・エネルギー、⑤ＰＭ／ＣＭ、⑥デジタル基
盤）で捉え、インフラエンジニアリングを核とした先進的なサービスを提供
することで、その解決に貢献します。

Ｃ－
インフラの長寿命化と生産性の向上を図る最新技術

　当社グループは、インフラの長寿命化、建設現場の安全性・生産性向上、
脱炭素・資源循環の実現に向け、多様な技術開発を進めています。
　本展示では、山岳トンネル工事の自動化・機械化技術をはじめ、通常の約
１０倍の耐硫酸性を有し下水道施設の長寿命化に貢献するコンクリート、道
路インフラの脱炭素化を推進する埼玉県・福島県の研究・実証拠点、水中の
堆砂を効率的に処理してダムの長寿命化を支える技術、さらに道路舗装や既
設構造物など社会インフラの維持・補修技術をご紹介します。
　未来の社会インフラを支える技術をぜひご覧ください。

Ｃ－
①スピードガイドライト／②ZELnet無線人感調光システム

　①スピードガイドライト：フレキシブルなロープ状ＬＥＤ照明。ロープ内
を流れる光が一定速度で移動し、ドライバーに適正速度を直感的に伝える視
覚誘導灯。標準は時速㎞の緑色光で車両速度を抑制し安全運転を促進。最
大ｍ延長可能で、速度や発光色のカスタマイズにも対応し、工事現場や
道路の安全対策に貢献します。
　②ZELnet無線人感調光システム：従来のＬＥＤ照明に無線通信・人感セ
ンサー機能を追加し、無人時に自動暗転調光することで、省エネによりコス
ト削減できる照明システムです。（追加配線不要、照明間連動、リモコン操
作可能、節電）

伊藤製鐵所エイト日本技術開発
Ｃ－

価値ある新技術を未来に～インフラＤＸの高度化～

　エイト日本技術開発は、これまで培った技術力とＡＩ・デジタル技術を融
合し、防災・インフラＤＸを推進しています。NEDO Challengeで高評価を
得た水ソリューションサービスでは、ＡＵＶ・ＡＳＶ・ＵＡＶグリーンレー
ザによる三体連携で高精細な水域データを取得し、解析から対策までワンス
トップで提供。藻場計測でブルーカーボン創出事業を支援します。
　また、クローラ型ロボットとGaussian Splattingを連携させたインフラ点
検・災害対応技術、ＡＩによる被災者・獣害検知システム「Ｓ－ＣＡＴＣＨ」
を展示。さらに地域公共交通計画の策定を支援するＡＩツールにより持続可
能な地域交通の実現を支援します。

Ｃ－
「ONICON」「ネジonicon」と機械式定着・継手工法

　伊藤製鐵所は年、他社に先駆けて高強度の異形棒鋼「ONICON」を
開発し、半世紀以上にわたり鉄筋業界を支えてきました。ビルから道路・橋
・トンネルまで、多彩なサイズ・種類で幅広い現場ニーズに対応します。
　使用済み鉄スクラップを電気炉で再生し新たな鉄筋として社会に循環させ
るリサイクルにも注力。さらに現場施工の負担を軽減する機械式定着工法、
機械式継手にて施工性向上と省力化を実現。また、新製品「コフンバー」も
ご紹介予定です。確かな技術力で建設現場をサポートする当社の取り組みを、
ぜひブースでご覧ください。

東京ソイルリサーチ
Ｃ－

小型凍結サンプリングと構造物の図面復元・劣化診断技術

　原位置地盤凍結サンプリングは、地盤を凍結して乱れの少ない高品質な土
質試料を採取する技術です。開発した小型凍結サンプリングは、コンパクト
な機構により従来手法と比べてコストと採取工程を大幅に削減できます。
　構造図復元調査は、構造図が残存しない既存構造物の躯体調査を行い、構
造図を復元する技術です。高所や暗所はドローン撮影による調査も併用し、
構造物の部材配置や劣化状況を把握することで、建築・土木分野の幅広い構
造物診断に対応します。

首都高速道路技術センター 首都高速道路 首都高技術
Ｃ－

こんこん～連続打音検査装置～

　高所や狭隘部の打音点検を効率化する連続打音検査装置。

Ｃ－
路面凍結抑制技術が世界道路協会「ＰＩＡＲＣ賞」などを受賞！

　高機能舗装よりも低燃費、低騒音、水跳ね抑制機能を有する〝エコセーフ
舗装〟を開発し、国土技術開発賞「優秀賞」を受賞。また、耐震性能を有さ
ないＢＰ支承を補強する技術を開発し、土木学会田中賞「技術部門」を受賞。
積雪や路面凍結による車両滞留を回避するため、カーボン繊維入りの和紙を
熱源とした路面凍結抑制技術により、世界道路協会「ＰＩＡＲＣ賞」及び土
木学会「技術開発賞」を受賞。低価格で低弾性・低収縮なコンクリート床版
上面増厚用材料〝ＬＳＦ舗装〟を開発。
　当社が得意とする分野や独自技術と様々な分野の事業者の強みを「共創
ＣＯ－ＣＲＥＡＴＩＯＮ」し、より良い社会基盤の実現や新しい価値の創造
を目指します。

Ｃ－
点検訓練シミュレーターほか

　当法人では、首都高の現場で培ったコア技術である鋼橋疲労対策を始めと
する道路構造物の調査診断、スマートインフラマネジメントシステム（i-DR
EAMs）による道路インフラのアセットマネジメントなどの最先端技術を担
っています。さらには、維持管理の効率化、防災技術の高度化及び加速する
デジタル化への対応に向けて、研究開発に取り組んでおります。

ともに創る建設の未来。
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佐藤工業 ニチバン 森環境技術研究所

丸藤シートパイル 国土防災技術／サンスイ・ナビコ国土交通省　関東地方整備局

積水化学工業 奥村組 人・夢・技術グループ

Ｃ－
ＨＭＤ無線遠隔操作システム、切羽監視システム

　佐藤工業は、『建設品質。』をキーワードに、社会・お客さまの満足度向
上と高品質・高付加価値の実現のために、トンネル施工時の省力化、省人化
による生産性向上への取組みを行っています。
　一つはＨＭＤ（ヘッドマウントディスプレイ）を用いてドリルジャンボを
無線遠隔操作するシステムです。切羽画像、ズーム画像、パススルー画像の
三つの画像を合成してＨＭＤに表示し、ジャンボ操作室にいる感覚で無線遠
隔操作が可能となります。
　もう一つは、トンネル切羽監視システムです。ＬｉＤＡＲとカメラから得
られる点群・画像データを基に掘削方向及び上下左右方向に切羽の変位を算
出することで、切羽近傍の作業員の安全性を向上させます。

Ｃ－
建設現場の施工短縮に貢献する粘着テープ「せこたんシリーズ」

　建設現場の施工短縮に貢献する粘着テープ「せこたんシリーズ」をご紹介。
①湿ったコンクリートにも貼付可能な「せこたん湿潤コンクリート用粘着
テープ」、②コンクリートひび割れ補修工法の１つである低圧注入工法に使
用する目止め材「シールテープせこたん」、③連続繊維シート接着工法（格
子貼り）における養生材の「貼付・カット」が１回で済む４層構造のテープ
「せこたん積層養生テープ」④その他開発中技術もご紹介。

Ｃ－
泥に悩む時間にサヨナラ　高含水泥土改良剤ＭＴシリーズ

　これまで建設現場で泥が発生した際には、バキューム車による吸引、天日
乾燥、セメントや石灰による固化等が用いられてきましたが、時間やコスト
が問題でした。
　この問題を解決するため「いかに短時間で安価に泥を搬出させるか」とい
うテーマで開発したのが、高含水泥土改良剤ＭＴシリーズです。
　ブースで実演を行いますので、実際に改良具合をご覧いただけます。持ち
帰り用サンプルもご用意しておりますので、ぜひお立ち寄りください。

Ｄ－
国土と水と緑の技術＆斜面防災に関する製品をご紹介します！　

　国土防災技術は土と水と緑の技術で社会に貢献する建設コンサルタントで
す。高品質コア採取技術・ＱＳボーリング工法および集水井内展開写真撮影
・３Ｄモデル作成技術をご紹介いたします。
　サンスイ・ナビコは斜面に関する防災・復旧・緑化の各ステージで必要な
土木資材を、開発・製造・販売する斜面の専門会社です。Fixr（フィクサ）
グラウンドアンカー工法および仮設ＥＣＯバインド工法を紹介します。

Ｄ－
ＮＥＴＩＳ登録のＲＧ工法で工期短縮、産廃処分ゼロを実現

　○ＲＧ工法　驚異的な貫入力を誇る、油圧可変式超高周波バイブロを搭載
した次世代工法。セメントミルク・残土処分不要。工期短縮、コスト低減を
実現。（ＮＥＴＩＳ登録番号：ＳＫ－－Ａ）。
　○Hyper桟橋　Ｈ～桁に代わる新世代型仮桟橋桁。支持杭間隔ｍ
～ｍの中支間において、『早い（日～）・安い（千円／㎡～）・丁度
良い』を実現。（ＮＥＴＩＳ登録番号：ＫＴ－－Ａ）。
　○M-craft　重仮設ＢＩＭシステム『M-craft』によるモデル作成サービ
スを展開。ニーズに応じた高品質のＢＩＭ／ＣＩＭモデルを迅速納品。

Ｄ－
関東地方整備局の取り組みを発信！
採用情報窓口／首都圏広域地方計画推進室／防災室・災害対策マネジメント
室／横浜グリーンエクスポ

　関東地方整備局が取り組む事業の紹介をはじめ、今年６月に策定された第
３次首都圏広域地方計画や、緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）による自
治体支援の取り組み、年に開催を控えた横浜グリーンエクスポについて
紹介します。
　また、関東地方整備局に興味がある学生の方、社会人の方に向けた業務紹
介、採用案内も行っておりますので、お気軽にお立ち寄りください。

Ｄ－
土木・インフラ向け時短製品群

　積水化学の土木・インフラ向け時短製品群をご紹介します。鋼材の局所補
修に適した「メタモルシート」、下地確認が容易な「高透明高耐久シート」、
巻くだけでガスパイプを保護できる「ガス管防護材」、雨上がりなど湿潤環
境下でも施工性向上に貢献する「湿潤接着技術」を展示します。また、防災
・減災分野では、水害から人や構造物を守る「プラバリア」もご紹介します。
維持管理や補修・保護における省力化・省施工化に貢献する技術・製品を、
実物展示や施工イメージを通じて分かりやすくご覧いただけます。

Ｄ－
施工影響ＸＲウォッチャーおよび木造ハイブリッド建築の紹介

　①令和７年度インフラＤＸ大賞を受賞した「施工影響ＸＲウォッチャー」
について、地盤改良工事の進捗と周辺地盤への影響をＸＲ技術で３次元可視
化する仕組みを、iPad実機を用いて紹介します。
　②ＥＳＧ／ＳＤＧｓへの取り組みの一環として木造ハイブリッド構造（木
造とＲＣ造の混構造）を採用した自社社員寮について紹介します。
　③山岳トンネルのインバート補強工事において、渋滞等の道路状況に左右
されず施工可能な補強技術である「プレキャストインバートブロック」を紹
介します。

Ｄ－
人が夢を持って暮らせる社会の創造に技術で貢献する

　人・夢・技術グループは、国土強靱化、環境・新エネルギー、地域創生、
海外連携・新領域を事業領域とする企業グループです。橋梁・道路・鉄道・
防災・まちづくり・ＩＴ／ＩＣＴなど、地盤から宇宙まで幅広いインフラサー
ビスで社会を支えています。
　〝人が夢をもって暮らせる持続可能な社会〟の創造に向けて、基幹事業の
再強化を始め、災害支援への対応力強化、スマートシティ・空飛ぶクルマ等
新領域での事業推進を通じて社会に貢献して参ります。また今期から、ブラ
ンディングアクションを通じてグループの個性と存在意義を見える化する取
り組みを行っています。
　展示会当日は、グループ各社のデジタル技術を活用した取り組みをご紹介
いたします。

オールライナー協会関東支部フジモリ産業新潟県（Made in 新潟）　グリーン産業／第一建設工業／吉田建設
Ｄ－

Made in 新潟　新技術普及・活用促進制度

　新潟県は豪雪や大河といった厳しい自然に対峙しながら数多くの大規模土
木事業を成し遂げてきたことから「土木王国新潟」と称され、その実績を支
えた県内建設関連企業には、卓越した知見と現場力が今も受け継がれていま
す。
　新潟県では、こうした県内企業が生み出した優れた新技術を「Made in 新
潟」として認定・登録し全国へ発信しています。
　当日ブースではの登録技術の中から、在来植物による飛砂防止緑化工
法「はまみどりマット」、任意深度定着型仮締切り工法「D-flip 工法」、一
体化したＲＣ構造による水路補強工法「ＳＰ　ガード工法」の３技術を展示
します。いずれも多数の現場で実績を持つ新潟発の新技術です。

Ｄ－
山岳トンネル向けＩＣＴ機器・システムおよび、保守サービス

　当社のＩＣＴ注入機「fair-mini」と専用注入材「ＡＧＳＲ－ＦＩ」は、
裏込め施工の品質と効率を大幅に向上させるシステムです。
　「fair-mini」は小型高性能で、タブレット遠隔操作と注入量・圧力の自
動制御に対応し、施工データの可視化・保存や帳票自動生成により事務負担
を軽減します。
　「ＡＧＳＲ－ＦＩ」は～倍の発泡倍率を選択可能な独立気泡ウレタン
材で、高い止水性と確実な充填を実現し、早期強度発現にも優れます。自社
開発により柔軟なカスタマイズと一貫サポートも提供します。

Ｄ－
老朽化した排水管を蘇らせる技術（材料、硬化サンプル）の紹介

　公共下水道、工場、高速道路、農業用水施設などの排水管は経年劣化によ
る老朽化が進んでいます。しかし、周辺環境や立地条件によっては、掘削し
て新設管へ交換することが難しいケースも少なくありません。こうした課題
を解決するのが「管きょ更生工法」です。
　非開削で施工できるため、交通規制や住民生活への影響を最小限に抑え、
最短６時間で供用を再開できます。また、工期短縮やコスト削減にも貢献し、
発注者・施工者双方の負担を軽減します。更生後の管路は新設管と同等の強
度を有し、耐用年数の大幅な延伸が可能です。
　さらに、認定工場制度（Ⅱ類資器材）に登録されており、高い品質と信頼
性を備えた「非開削」の管路「更生」技術として期待されています。

鹿島フジタなおしタル工法研究会
Ｄ－

なおしタル工法

　年月に「コンクリート構造物をより永く、強く、安全に」をコンセ
プトに、様々な場面で補修工法を提供していく為の工法研究会を目指して、
「なおしタル工法研究会」を発足しました。高チクソトロピー性を有する厚
付け可能な断面修復モルタル材を使用した工法です。

Ｄ－
防災・減災、ＣＩＭソリューションをご紹介

　当社ブースでは、頻発する自然災害に対応する防災・減災のソリューショ
ンとして、ＳＡＲ衛星による広域被害把握技術についてご紹介いたします。
ほかにもさまざまな独自技術・実績をパネルにて展示いたします。
あわせてＣＩＭを活用した建設プロセス全体の生産性向上推進の取り組み
を、フェーズごとにパネルにてご紹介するほか、ＶＲゴーグルなどを装着して
実際のＣＩＭソリューションをご体感いただけるコーナーも設置しており、
ご来場の皆さまにわかりやすくご説明いたします。

Ｄ－
鹿島が描く、月面社会の未来図－ルナグラス×Ａ４ＣＳＥＬ for Space

　月面人工重力居住施設構想「ルナグラス」を中心に、宇宙時代の建設技術
の可能性を紹介します。
　月面での居住や施工を実現するために必要な遠隔化、自動化、デジタル連
携といった技術は、地上の建設現場が抱える生産性向上や省人化の課題解決
にもつながります。
　展示では、自動化施工システム「Ａ４ＣＳＥＬ」による施工・維持管理の
高度化事例とあわせて紹介し、宇宙技術と建設ＤＸが相互に発展する未来像
を提案します。

ソーキライト工業レフィクシア
Ｄ－

【ＬＲＴＫ】でスマホが㎝精度の万能測量機に！　点群スキャンやＡＲ、
座標誘導も！

　高精度ＧＰＳ端末「ＬＲＴＫ」はスマートフォンやタブレットに装着する
だけで、㎝精度測位から３Ｄ点群スキャン、位置ずれしないＡＲや座標誘導
など、多彩な機能をスマホ１台で完結できます。
　撮影時には位置・方位を高精度記録し、クラウド管理・共有が可能。ＣＬ
ＡＳ対応でネット圏外でも測位可能です。点群からオルソ画像を生成し、自
動でＤＸＦ・ＤＷＧの図面作成まで出来ます。
　土木・建設からインフラ管理まで幅広い分野で活用でき、現場の作業効率
化に貢献する次世代測位デバイス「ＬＲＴＫ」です。

Ｄ－
ライト工業の「斜面対策・地盤改良技術」

　当社は、斜面対策工事・地盤改良工事など「特殊土木工事」のパイオニア
として、国土の防災やインフラ整備を通じて社会に大きく貢献してきました。
　今回、斜面対策技術として、二重管施工対応型リモートスカイドリルやモ
ルタル吹付工におけるクラック抑制剤アルベーム、地盤改良技術として、適用
範囲を拡大したＲＡＳコラム工法ＢＯＳＳタイプなど多数ご紹介致します。
　永年蓄積した豊富な経験と確かな技術のもと、様々な社会的課題の解決を
通じて社会に貢献していくことを変わらない使命として認識し、新技術の開
発や新しい事業領域へ挑戦し、新たな価値創造とこれからも人々が安心でき
る強く豊かな国土形成に尽力してまいります。

Ｄ－
計測データクラウド管理システム　ソーキクラウド

　さまざまな環境の計測データを一元管理し、現場の「今」をＬＩＮＥやメー
ルでリアルタイムに手元へ配信！　「ソーキクラウド」は、気象、騒音・振
動、熱中症指標、水位などの多様な現場計測データをクラウド上で一元管理
できる、クラウド監視システムです。国土交通省の新技術情報提供システム
「ＮＥＴＩＳ」にも登録されています（登録番号：ＣＧ－－Ａ）。

建設物価調査会川崎地質KB-eye
Ｄ－

建設現場の誘導員不足を解決！ KB-eyeのＡＩ警備システム

　KB-eye株式会社は、日本初のＡＩを活用した交通誘導警備システム「KB-
eye」を開発・提供しています。本展示会では、片側交互通行の現場におい
て、ＡＩが交通状況をリアルタイムで把握し、最適なタイミングで誘導を行
う「KB-eye for 交通制御」や、ＡＩが車両等を検知し、車線規制／車両出
入口等のあらゆるシーンでの交通誘導を自動化する「KB-eye for 交通誘導
警備」など、各種製品をご紹介いたします。
　建設現場における「誘導員不足」「熱中症リスク」「受傷事故の発生」な
どの深刻な課題を解決し、誘導員の省人化／現場の安全性向上／生産性向上
を実現するプロセスを事例を交えてご提案します。

Ｄ－
ＡＩ等ＤＸ技術を活用した空洞調査等のメンテナンス技術を展示

　湾岸壁や河川護岸を対象とした自動空洞探査システムは、計測から解析ま
でを自動化した新しい地中レーダ技術です。自動走行ローバーに地中レーダ
を搭載し、設定した測線に沿った準自動計測を行うとともに、取得した探査
画像をＡＩで解析することで、空洞反応を高精度かつ効率的に評価します。
　さらに、車載式地中レーダとＡＩを組み合わせたモニタリング型空洞調査
システムにより、時系列データから空洞の変化を自動検出・評価し、下水道な
どインフラの維持管理における迅速な意思決定と安全性向上に貢献します。

Ｄ－
ＣＡＤ部品データ提供サイト「ｉ－部品Get」

　「ｉ－部品Get」は、土木関連のＣＡＤ部品データを提供するWebサイト
です。
　「コンクリート製品」「道路用製品」「橋梁関連製品」を中心に、メーカー
各社の２・３次元ＣＡＤデータ（ＤＷＧ、ＤＸＦ、ＲＦＡ、ＩＦＣに対応）
を約社以上約製品公開しており、データをダウンロードし図面・モ
デル作成の効率化等にご活用いただけます。また、製品紹介なども閲覧でき
ます。
　メーカー各社様のご協賛で運営しており、会員登録していただくだけで、
無料でご利用いただけます。

マルハン／丸一鋼管／ＳＤＡＴゼンリン
Ｄ－

ゼンリン建設ソリューション

　ゼンリンは建設ソリューションとして、建設・都市開発のシミュレーショ
ンおよびBIM・CIM業務に活用できる「３Ｄ地図データ」、ゼンリン保有
データや業務支援機能を組み合わせて利用できるクラウドサービス「ZENRI
N Maps Studio」、ＡＩ道路維持管理サービス「Road Manager」、建設業
向けオンライン地図サービス「ZENRIN GIS パッケージ建設」をご紹介し
ます。
　設計、施工管理、資材手配、ヤード・用地確保、搬入計画、近隣調整、道
路維持管理など、建設現場で発生する多様な業務課題に対し、地理空間情報
とデータ活用により、業務の効率化・高度化を実現する具体的なソリューシ
ョンをご提案します。

Ｄ－
次世代インフラを支える技術と提案

　マルハン：道路照明柱や標識柱などの基礎工事において、埋設物が輻輳す
る狭隘な施工環境に対応。コンクリート基礎に代わるフランジ一体型鋼管杭
により効率的かつ省スペースな基礎施工を実現します。
　丸一鋼管：人と環境にやさしいポールで豊かな街作りに貢献します。鋼管
のスピニング加工技術や開口部のプレス加工技術など溶接構造を減らした商
品を提案。ＣＯの削減に貢献し、環境負荷を低減します。
　ＳＤＡＴ：軽量・高耐食・長寿命を実現した道路用・公園照明用アルミポー
ルをご紹介。維持管理の省力化とライフサイクルコスト低減に貢献する製品
をご提案します。

ＮＣＢドレーン協会
Ｄ－

実績件超、圧密促進で№１の経済性に優れた地盤改良

　ＮＣＢドレーン工法は、圧密促進工に属します。改良しようとする地盤内
に、プレファブリケイティッドバーチカルドレーン（ＰＶＤ工）の一種であ
る「キャッスルボードドレーン」を等間隔に打設し、その上に盛土で荷重を
かけると、軟弱地盤内に過剰間隙水圧が発生します。
　過剰間隙水圧をもった水は、打設されたキャッスルボードドレーン表面か
ら流入し、ドレーン内に垂直に設けられている溝を通って上昇し排水層であ
るサンドマットを通して外部に排出されます。その結果、軟弱地盤の圧密が
促進され、強度が増進されます。
　昭和年頃から港湾建設事業等に広く採用され、数多くの施工実績からそ
の高い品質と優れた施工性が証明されております。

大日本土木 横河ブリッジ／日軽エンジニアリング ダイヤテックス
Ｄ－

現場火災のリスク低減に一役！　燃えにくい難燃テープ

　橋梁や高速道路の補修工事等火災の危険性がある作業現場では、防炎・不燃
性のシートが使用されています。しかしそれを一般的な布テープや養生テー
プで固定すると、火種がテープに飛び移った場合に導火線となり、防炎シー
トも延焼する恐れがあります。
　過去の現場火災の教訓から粘着テープも燃えにくい仕様が求められ、開発
したのが「難燃テープ　ＦＲ－－ＷＨ」です。
　自己消火性があり燃えにくく（ノンハロゲン系難燃剤使用）、手で切れる
ため作業性も良好です。
　防炎シートだけではなく本製品を使用することにより、現場火災の要因を
減らすことが可能です。

Ｄ－
橋梁維持管理・予防保全製品　アルミ合金製常設足場cusa

　橋梁の「劣化」や、５年に一度の橋梁点検や補修のたびに発生する「関係
機関との協議」にお悩みではありませんか？
　本展では、「アルミ合金製常設足場・キュウサ／cusa」の実機モデル展
示を行います。キュウサを設置すれば点検時の協議が軽減され、足場内で面
的な近接目視点検が可能です。歩廊面はフラットで台車による資機材運搬も
容易なため、補修作業の足場としても活躍します。
　また、桁全体を覆うことで飛来塩分等の侵入を防ぎ、防食対策（フッ素塗
装）の代替として長期的な修繕費用を縮減。コンクリート剥落等の第三者被
害の防止にも寄与します。
　予算課題の解消と予防保全を実現する「最適解」をぜひ会場でご体感くだ
さい。

Ｄ－
遮音材「ＲＳＳシート」

　ＲＳＳシートは、工事現場の仮囲いに使用する万能鋼板へ、マグネットで
簡単に取り付けられる遮音シートです。自動車用安全ガラスの中間膜に使用
される樹脂をリサイクルした樹脂シートとマグネットシートで構成され、環
境に配慮しています。
　工具を使わずマグネットで容易に着脱でき、繰り返し使用できるため、現
場の状況に応じた防音対策が可能です。
　万能鋼板のみの場合と比べて４～dBの騒音低減効果があり、建設現場
での卓越周波数～Hz付近で高い効果を発揮するとともにHz以下
の比較的低い周波数帯でも、高い遮音効果を発揮します。

ともに創る建設の未来。
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太啓建設 高周波熱錬 イマギイレ

ＫＡＮＳＯテクノス ヒロセホールディングスＳＲ－ＣＦ工法研究会

ＮＥＸＣＯ東日本グループ 日特建設 東興ジオテック

Ｄ－
『コンクリート湿潤・保温養生シート　潤王（うるおう）』

　「潤王（うるおう）」は、吸水性不織布とフィルム加工エアセルマットを
ジグザグ縫製により一体化させたコンクリート養生シートである。養生面
（水平・鉛直兼用）に敷設することで、散水後のコンクリートの湿潤・保温
養生効果の長期保持が可能となる。
　【製品仕様】幅．ｍ（不織布面．ｍ）×長さｍロール、．㎏／本。
　【特徴】水分滞留効果による湿潤性長期保持。
　【優位性】①水和反応促進による品質向上効果②軽量化による運搬・敷設
手間の省力化③コスト削減化④散水回数低減による環境負荷低減効果。

　ＩＨ（誘導加熱）で熱処理した線材は高強度、高靱性、高直線性などの性質をもってい
ます。製品は土木・建築・自動車産業などの各分野で広く使用されています。
　・ダブルスターク―世界初！一本の鉄筋に二つの強度を併せ持つ「部分高強度鉄筋」従
来工法比で鉄筋重量を大きく低減し、且つコストダウンが可能となります。

　・ウルボン―従来工法比で鉄筋重量を大きく低減し、且つコストダウンが可能にな
ります。

　・プレグラウトＰＣ鋼棒―現場でのシース配置、グラウト作業が不要となります。
　・ＮＡＰＰユニット―施工現場での緊張管理が不要。最大緊張力ｔのプレテンション
材。現場省力化、施工の簡略化、施工の正確性、工数削減が可能になります。

Ｄ－
プレグラウトＰＣ鋼棒、ＮＡＰＰユニット、ダブルスタークなど

Ｄ－
環境リサイクル機械　～レンタル・販売・修理いたします～

　イマギイレは、建設機械・環境リサイクル機械・ＩＣＴ機器・微細水ミス
ト噴霧器などの幅広い商品をレンタルしております。
　特に、環境リサイクル機械のラインナップ・保有台数（台以上）は業
界トップクラスを誇り、知識・経験豊富なスタッフがお客様の現場に合わせ
た最適な現場環境ソリューションを提案致します。また、専門整備士を多く
配備し高品質な整備が施された機械を提供し、万一のトラブル時も全国を対
象として迅速に対応致します。
　イマギイレは感謝の気持ちを行動の原点とし、経済合理性のあるレンタル
というサービスを通して豊かで明るい未来の実現を目指します。

Ｄ－
忙しすぎる貴方へ～任せて安心　現場直結型支援～

　生産性向上や工程削減を目指したいものの、日々の業務に追われ「安全や
品質向上に取り組む時間が足りない」とお悩みの貴方へ。その課題、ヒロセ
グループにお任せください！
　ヒロセグループは、重仮設事業や補強土事業をはじめ、地下工事やタワー
クレーン事業など、幅広く社会基盤の構築を支える専門工事会社グループで
す。本展示会では、現場を支える設計やシステムのプロフェッショナルもご
紹介します。
　長年培った現場力と技術力を集結し、忙しい貴方のお悩みをグループの総
合力で解決します。

Ｄ－
地球・社会・暮らしの『縁の下エンジニアリング』

　当社は「豊かな地域社会の実現とかけがえのない地球環境の保全に貢献し
つづける」ことを使命として、事業活動を展開してまいりました。事業の３
本柱である「環境」、「土木」、「建築」の分野において、独自の技術・ノ
ウハウを発展させ、特化した業務を含めた総合的なサービスをお客さまに提
供いたします。
【海洋環境モニタリング】カーボンニュートラルの実現に寄与　
【水路点検サービス】デジタル技術を融合し見えない課題を見える化
【くずよけウイング】しつこく絡まる「くず」に取付簡単な対策　
【音響トモグラフィ】音波を使って地盤を可視化

Ｄ－
ＳＲ－ＣＦ工法

　炭素繊維を用いた耐震補強工法の一つ。ＣＦアンカーを用いて端部定着す
ることで閉鎖型でなくても建物に定着が可能。それにより柱・梁・耐震壁の
耐震補強が可能。一般社団法人日本建築防災協会の技術評価を取得している。
一般社団法人土木研究センターの建設技術審査証明報告書も取得。土木分野
におけるＲＣ構造物での耐震補強工事でも実績多数。

Ｄ－
安全・安心・快適・便利な高速道路サービス

　快適でやさしい、人のための移動空間であること。便利で確かな、物流の
ためのネットワークを支えること。どちらも、ＮＥＸＣＯ東日本にとって大
切なテーマです。
　そのために何ができるかを、いつも考えながら、皆様に『ベスト・ウェイ
最良の選択・最高の道』をお届けできるよう、私たちはこれからも全力で
走りつづけたいと思います。

Ｄ－
見えないところにこそ、私たちのプライドがある

　日特建設は、年（昭和年）、ダムの基礎処理を創業工種として始ま
り年近くにわたり、環境防災、維持補修、都市再生分野の専門工事に特化
した地質に強い施工会社として評価をいただいております。
　昨今、日本では地震や台風・豪雨などによる甚大な災害が頻発しており、
建設業界には減災および国土強靱化への対応が求められております。また、
地球規模で見ても喫緊の課題が山積しております。
　これらの様々な社会課題の解決に貢献しながら、安定的に成長を続けられ
る組織体制を確立するため、各事業での収益性向上、人材の確保と育成、社
会からの信用・信頼の獲得、新分野への挑戦に取り組んでまいります。

Ｄ－
【世界初】大型有線給電ドローンによる植生基材吹付工「グリーンインパルス」

　東興ジオテック㈱とエアロセンス㈱が共同開発した「グリーンインパルス」
は、大型有線給電ドローンを活用した植生基材吹付工法です。有線給電によ
り長時間の飛行を可能にし、重機を使わずに高所での施工を実現します。
　ドローンによる種子や肥料などを混合した人工土壌を吹き付ける植生基材
吹付工法は前例がなく、施工現場における世界初の取り組み（※１）となり
ます。
　本工法の導入により、法面施工における作業員の安全性向上に加え、深刻
化する労働力不足への対応、施工可能範囲の拡大、作業の大幅な効率化およ
び省人化が期待されます。

（※１）東興ジオテック調べ

DataLabsPix４Ｄ技研製作所
Ｄ－

国土強靱化を支える圧入技術とＩＣＴソリューション

　防災・減災対策や災害復旧において求められる迅速性や安全性の向上に向
け、圧入技術の進化とＩＣＴを活用した取り組みを紹介します。
　無振動・無騒音施工、省スペース施工、仮設レスによる短工期施工などを
特長とする圧入工法に加え、施工データの活用による杭施工状況の可視化、
サイレントパイラーの遠隔操作技術、自動運転化に向けた先進的な取り組み
を展示します。
　自然災害の激甚化や建設業界の担い手不足といった社会課題に対応し、省
力化や施工管理の高度化を通じて、防災・減災対策やインフラ整備の新たな
可能性をご提案します。

Ｄ－
スマホ３Ｄ点群測量「PIX4Dcatch」

　PIX4Dcatchはスマホなどのモバイル端末で簡単にできる、３Ｄ点群スキ
ャンのソリューションです。スマホにＲＴＫアンテナを装着することで、数
㎝精度の絶対座標を持った点群が生成できます。
　起工測量、出来形計測、日々の進捗モニタリングまで、幅広い用途で使用
できます。スマホで取得した点群から、座標や面積、体積の計測ができるほ
か、点群をエクスポートして出来形管理にも使用できます。
　ＩＳＯ等のセキュリティ認証を取得済みで、データの安全性も万全。注目
の「ガウシアンスプラッティング」も加わり、圧倒的なリアリティでの３Ｄ
再現も実現しました。

Ｄ－
３Ｄインフラ補修工検査システム「Hatsuly」

　現場以上で導入実績のある「Hatsuly」は、橋梁補修工事における、
調査や表面被覆工や剥落防止工の出来形検査、断面修復工における出来形検
査など、インフラ補修における検測を効率化するシステムです。
　さらに、３Ｄ配筋検査システム「Modely」、３Ｄインフラ点検システム
「Markly」、そして新たに自動３Ｄモデリングプラットフォーム「Framy」
をラインアップ。現場のデジタル化・省力化を支援する各種ソリューション
をご紹介します。

サンウェル日本認証三共
Ｄ－

新型システムつり足場　TOBISLIDE／トビスライド

　老朽化した橋梁補修の現場から、危険と躯体への負担を減らしたい。その
想いから生まれたのが、軽さと高い安全性に加え、仕舞工事までシステム化
した業界唯一の新型つり足場「トビスライド」。
　耐荷重㎏／㎡（強化チェーン仕様）を備え、作業性の向上と足場工期
の短縮を実現する次世代システムつり足場です。当日は実際に製品を展示し、
施工手順や安全性を間近でご確認いただけます。

Ｄ－
建設現場の安全を支える人づくりのための安全マネジメント資格

　職場のウェルビーイング向上には〝人づくり〟が欠かせません。安全確保
を「守らなければならない義務」から「働く人を守る価値」へと転換しまし
ょう。
　建設セーフティオフィサ（ＳＯ－Ｃ）資格認証制度は、経営層・管理者層
・工事現場の指揮監督者層を対象に、安全に関する知識と理解を認証する人
材育成制度です。
　災害を未然に防ぐには、設計から施工まで一貫したリスクマネジメントが
不可欠です。リスクを正しく理解し、設備を適切に運用できる人材を育てる
ことで、安全・安心な職場環境を実現し、ウェルビーイングの向上に貢献し
ます。

Ｄ－
エンジニア不足でお困りではありませんか？

　深刻化するエンジニア不足を背景に、高度外国籍エンジニアを中心とした
人材ソリューションをご提供しています。
　海外拠点と独自の採用ネットワークを活かし、日本語力・技術力を兼ね備
えた即戦力エンジニアをご紹介。ビザ申請、来日支援、住居手配、就業後の
生活サポートまでワンストップで対応しているため、外国籍エンジニアの採
用が初めての企業様にも安心してご活用いただけます。
　「外国籍エンジニアの採用に興味はあるが、何から始めればよいかわから
ない」「即戦力となる技術者を採用したい」とお考えの企業様へ。ブースで
は採用事例やエンジニアの経歴書サンプルをご紹介しておりますので、ぜひ
お気軽にお立ち寄りください。

協和製作所応用地質ベストテクニカルサービス
Ｄ－

総合気象ＧＩＳプラットフォーム「Amatellus」

　【現場の詳細な天気予報をリアルタイムに表示】Amatellusは変化し続け
ている気象情報を最短５分更新で、地図上にわかりやすく表示し現場ごとの
天気を把握することで作業効率アップやコスト削減につながる。最大３日間
先までの気象予測を見ることで工事実施判断、施工計画が立てやすくなる。
手配の無駄を防ぐことができ、無駄なコストを削減することができる。
　【拠点を複数登録し一元管理、アラート設定が可能】地図上に様々な拠点
を登録することで各現場の気象情報をＰＣまたは携帯で確認出来、現場の監
視エリア内の気象変化をアラートとして自動メール配信。何らかの気象リス
クが発生した場合、直ちに対応することで安全管理に役立つ。

Ｄ－
◆地盤の可視化・モニタリング◆ハザードマッピングセンサ

　◆ハザードマッピングセンサ：広域化・頻発化する自然災害や人手不足、
インフラ老朽化の進行などに対し、ＤＸ技術による多点・面的なリアルタイ
ム監視を実現することで、法面監視・対策にかかる時間やコストを削減する
ことを可能にしたモニタリングシステムです。
　◆地盤の可視化・モニタリング：交通や経済活動によって生じる微弱な振
動の測定により、地盤の硬さと相関のあるＳ波速度の分布を把握し、３次元
で地中の地質構造を推定する「３次元常時微動トモグラフィ」の技術が確立
しました。そしてさらに連続測定を可能とすることで、地下工事中の地盤の
硬さの変化をＤＸ技術によりリアルタイムに監視できるシステムを開発しま
した。

Ｄ－
無人操作、無動力作動方式の水門・樋門用自動ゲート設備

　『オートフラップゲート』及び『オートフラップゲート・Ｌ型』は、河川
や海岸の水門・樋門に適用できる無動力無人操作方式の自動ゲート設備です。
　大雨や台風による河川の増水、あるいは高潮・高波、津波発生に対し、管
理者の操作を必要とせず、また停電による動力制御電源の喪失に関係なく、
的確に開閉作動し、確実な自動止水と円滑な自動排水を行うことができます。
　『下ヒンジ式』と『上ヒンジ式』それぞれの特性を活かし、設置条件や用
途に応じた安全で効果的な自動ゲートの実現に向け、技術開発を進めていま
す。

ガイアート地盤注入開発機構文化財石垣・石積擁壁補強技術協会
Ｄ－

石積擁壁耐震補強対策工法

　近年、激甚化する豪雨や大規模地震の発生リスクが高まり、壁体の一体性
が損なわれた擁壁は、経年劣化により崩壊リスクが増大することが懸念され
る。
　高度成長期に集中的に整備された宅地擁壁の多くは耐用年数を迎えつつあ
り、孕み出しやクラック等の変状について、早期に補強を行うことが重要で
ある。また、文化的・学術的価値を有する石積擁壁については、その景観や
構造的特徴を後世へ継承しながら安全性を確保することが求められている。
　本工法は既存石積擁壁の景観を損なうことなく補強でき、疑似擁壁化によ
る補強効果で、補強材を短尺化できるため、敷地を越境せず、擁壁上部の建
造物の基礎や杭にも干渉せず補強することが可能である。

Ｄ－
長期耐久性と信頼性を追求する地盤注入技術

　長期耐久性を実現する地盤注入技術をご紹介します。地盤注入開発機構で
は、薬液注入分野５協会の技術を結集し、液状化対策、耐震補強、止水・地
盤改良など幅広い分野で活用される注入材・注入工法を展示します。「環境
・耐久・浸透」をコンセプトとした最新技術や施工事例、技術資料を通じて、
インフラの長寿命化、防災・減災、環境負荷の低減によるＧＸの推進に貢献
するソリューションをご提案します。

Ｄ－
セルフ予防保全でインフラを守る「ニンジャシール」

　ニンジャシールは、コンクリート舗装の目地部分の角かけ、ひびわれ、段
差、水の侵入を解決します。伸び率％（ＪＩＳ　Ａ　）のソフトな
素材で様々な衝撃をしなやかに受け止める「忍者」のような補修材です。
　角欠け補修に加え、ひび割れ充填や面的塗布が可能な２液混合常温硬化型
ポリウレア樹脂材料です。（１：１混合）１缶に必要な材料がすべて入った
キットとなっています。熟練者でなくても取り扱いやすい製品で重機不要で
す。火を使わないため、火災や火傷によるリスクを軽減できます。
　ソフトでしなやかな物性により、衝撃を吸収するため既設舗装を傷めず、
万が一ちぎれて飛散しても大きな事故につながる可能性は少ないです。

東急建設タグチ工業
Ｄ－

土木現場・恒久設備を支える搬送設備・遠隔監視システム

　当社は、主にトンネル・ダムなど仮設工事で活用される搬送設備を扱って
おります。出展ブースでは、連続ベルトコンベヤ、インクライン、リフト等
を模型や映像を用いて紹介し、現場条件に応じた搬送方法や、省力化・安全
性・工期短縮への効果を解説します。
　また、設備の稼働状況をリアルタイムで確認できる遠隔管理システムを、i
Padとモニターで実演。さらに、仮設工事だけでなく新規開発の恒久設備も
紹介します。完成後も継続して使用される設備への展開を通じて幅広いニー
ズに対応します。
　模型・映像・操作体験を通して、搬送設備とＩＣＴを組み合わせた現場の
可視化や安定稼働、当社の設計・提案力を体感いただける展示となっており
ます。

Ｄ－
生産性向上、品質確保、ＣＯ削減に寄与する技術

　「ＴＡＰ－ＯＮＥジョイント」は、道路橋ＰＣａ床版ジョイント部の鉄筋
組立やコンクリートの締固め作業を省略し、施工の効率化を図る接合工法で
す。「締固め管理センサ」は、生コンの締固め作業において棒状バイブレー
タの挿入深さと振動時間を〝見える化〟し、コンクリートの品質向上を図り
ます。
　「ハイプロダクリート」は、ＣＯ排出量を削減するとともに、施工の省
力化を実現できる次世代コンクリートです。「トコミドリ」は、東急建設の
グリーンインフラのブランドで、自然の力を活用して都市の課題を解決する
〝みず〟と〝みどり〟と〝いきもの〟の技術の総称です。

熊谷組
Ｄ－

令和６年能登半島地震国道号啓開作業その２工事技術の紹介

　無人化施工技術は、遠隔地から無線通信技術を利用し、遠隔操作式建設機
械を用いて施工する技術の総称です。主に自然災害被災地の危険性が高い施
工現場より、離れて設置した操作室で遠隔操作し、オペレータの安全を確保
する施工方法です。
　能登半島地震国道号啓開作業では、ネットワーク対応型無人化施工シ
ステム、ＡＩ制御による不整地運搬車の自動走行技術を導入し、初の夜間施
工で土砂運搬作業の効率化を図りました。無人化施工ＶＲ技術は、遠隔操作
でありながら実際に搭乗した体感に近い環境で操作できる技術です。
　その他、コッター式継手でプレキャストＰＣ床版を急速施工する、橋梁用
「コッター床版工法」を出展します。

西日本高速道路エンジニアリング四国 キヤノンマーケティングジャパン 日本ＣＬＴ協会
Ｄ－

土木×ＣＬＴ　土木の新しい選択肢

　ＣＬＴ（直交集成板）の実物やＣＬＴプラットホームの一部を展示し、実
際に触れながら厚み・軽さ・強さを体感いただけます。また、実証事業など
で蓄積したデータや知見をガイドブック・パネルで紹介し、耐久性や性能な
ど、ＣＬＴの土木利用における合理性を紹介いたします。そして、なぜ今、
ＣＬＴなのか、その特長やメリットとともに、土木分野における新たな選択
肢としての可能性をご提案します。

Ｄ－
「８掛け社会」の課題を解決する、キヤノンの映像技術をご紹介

　年頃に日本の生産労働人口が現在の約８割まで減少する「８掛け社会」
が予測されています。建設・土木・インフラ業界も人手不足、業務効率化、
品質の維持がこれまで以上に重要な課題となります。
弊社ブースでは、８掛け社会における課題解決に貢献する最新の「映像ソリ
ューション」をご紹介いたします。
●ＡＩ映像解析によるインフラ点検の効率化
●暗所でも鮮明な映像を実現する超高感度カメラ
●ＡＩカメラが見守るセルフセキュリティソリューション
●資材管理の省力化を支援するＩｏＴ重量計
　デモも交え、各種ソリューションをご紹介します。建設現場を支える〝映
像×ＡＩ〟の最前線をキヤノンブースでご体感ください。

Ｄ－
ＪシステムEvolution・ＲＴチェッカー他

　当社は四国の高速道路の点検から補修までを一連で行っています。
　「ＪシステムEvolution」は赤外線カメラを用いた橋梁点検システムで、
第９回インフラメンテナンス大賞優秀賞を受賞しました。可視画像と熱画像
を同時に撮影できるビルトインタイプを展示します。
　「冬用タイヤ自動判別システム」は画像により冬タイヤを判別します。Ｎ
ＥＴＩＳ令和８年度推奨技術に選ばれました。
　「ＲＴチェッカー」は引張試験と画像解析で樹木の耐風速を推定します。
　「Smart-EAGLE type-P」はひび割れ・わだち・ＩＲＩの三要素の計測
ができる車両です。
　「Smart-EAGLE type-T」はトンネル覆工の３次元形状計測が可能です。

ともに創る建設の未来。
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建設環境研究所 ＪＲ東日本コンサルタンツ 三谷産業

きもと ＳＵＰＥＲＪＥＴ研究会／Ｘ－ＪＥＴ協会旭テクノロジー

明治商工 東亜建設工業 日本電業工作

Ｄ－
環境関連やＩＴ・ＡＩ・ドローンなどの最新技術とサービス

　当社が創業以来培ってきた環境や土木に関わる専門技術の紹介。河川や道
路、都市や公園、防災・減災、地域創生、再生可能エネルギー等の多岐にわ
たる領域で、調査から計画・設計、維持管理に至るまで様々な技術やサービ
ス。喫緊の社会課題である気候変動や生物多様性・ネイチャーポジティブへ
の対応は当社の強みを活かせる分野。河川や道路などのインフラと自然を一
体的にとらえ、災害対応と自然の回復も含めた復旧を企画・設計。

Ｄ－
鉄道で培った知見を活かし、技術と創造で新たな価値を創造します

　ＪＲ東日本コンサルタンツは、培ってきた技術と知見を活かし、社会や地
域の課題解決に取り組んでいます。新たな価値の創造を通じて、より豊かで
安心して暮らせる社会の実現を目指し、果敢に挑戦する総合コンサルタント
として、調査・計画、設計、メンテナンス、情報ソリューションなど幅広い
事業を展開しています。
　展示会では、土木設計、メンテナンス技術とＤＸの融合にフォーカスした
弊社技術の一部を展示します。
　「線路近接工事における鉄道構造物の影響判定」「ReMoSysを用いた常
時微動による構造物モニタリング」「新たなWeb  ＧＩＳ　Ralavis」「新た
なデジタルツインプラットフォームTRANCITY Nebula」

Ｄ－
「人から自動バキュームブラストロボット工法へ切替」のご提案

　三谷産業は、鋼桁・タンク・鋼構造物・プラント設備等を対象としたバキ
ュームブラストロボット工法を提案します。ロボット施工によりブラスト材
を高効率に回収しながら粉塵や有害物質の飛散を抑制することで、広範囲の
平面部を均一な素地調整品質と高い施工効率を実現します。
　鋼桁、タンク、煙突など幅広い構造物に対応し、ＰＣＢ含有塗膜除去や原
子力発電施設の解体撤去工事でも豊富な施工実績を有しています。さらに、
自動走行技術や各種専用治具を活用することで、施工品質の均一化、省人化、
工程短縮を実現し、維持管理コストの低減とインフラメンテナンスの高度化
に貢献します。

Ｄ－
地震対策工事の切り札―ＳＵＰＥＲＪＥＴ工法・Ｘ－ＪＥＴ工法

　本工法は開発以来、立坑築造に伴う底盤改良や先行地中梁、シールド工事
に伴う坑口防護、地中接合等の仮設工事に適用されてきました。近年では、
社会基盤整備や維持修繕事業への適用が増え、耐震補強や液状化対策工事に
も用いられており、おかげさまで年以上の実績を重ね、２０００件以上の
工事実績があります。
　ＳＵＰＥＲＪＥＴ工法は、改良径φ．ｍ～．ｍのタイプを取り揃えてお
り、高速化と大口径化を図った工法です。Ｘ－ＪＥＴ工法は、改良径φ．
ｍ～．ｍのタイプを取り揃えており、２本の超高圧ジェット噴流を一定距
離で交差させることで、地盤の硬軟に左右されず一定の改良径が造成できる
技術です。

Ｄ－
３ＤＧＳを用いた３Ｄ空間作成サービス「ＳＰＬＡＴ　ＴＷＩＮ」

　「写真測量×デジタルツイン」の発想から生まれた、３Ｄを全ての〝現場
で使える形〟に変えるソリューションです。写真から高精細な３Ｄ空間デー
タを作成し、現場の雰囲気やニュアンスまでも含めてリアルに再現します。
　建設・製造・インフラ・文化財など幅広い分野で活用いただけます。
　「ＳＰＬＡＴ　ＴＷＩＮ」は、３ＤＧＳ計測、３ＤＧＳデータ作成、３Ｄ
ＧＳコンテンツ作成など、３ＤＧＳの導入から活用までを支援するＫＩＭＯ
ＴＯの３ＤＧＳトータルサービスです。

Ｄ－
ドローンを活用した、点検・測量・物資運搬・ＵＴサービス

　旭テクノロジーは、プラント・再生可能エネルギー・ドローンの３事業で
培った現場力を活かし、ドローンを活用した各種測量・インフラ点検・重量
物の物資運搬等のサービスを提供しています。ELIOS ３による下水道・暗
渠・屋内設備の点検・ＵＴ、水中ドローンによる港湾・河川等の水中調査、
ＤＪＩ機によるインフラ施設の３次元計測・３Ｄ点群取得など、点検業務受
託から機体導入、国家資格取得、内製化支援まで、ドローンを活用した安全
性向上と業務効率化の支援を行っています。
　出展機体：ELIOS ３　ＵＴ検査ペイロード、FIFISH E-MASTER NAVI、
DJI Matrice 、DJI Dock３（予定）。

Ｄ－
騒音対策商品（移動式防音ゲート／移動式防音フェンス／その他）

　当ブースでは、以下の商品を出展させていただきます。▷土木工事での騒
音対策、コンプレッサー・発電機等の騒音音源の仮囲い等で使用する「移動
式防音ゲート」「移動式防音フェンス」▷温度変化によるコンクリートのひ
び割れを防ぐ「保温エコシートダブル」▷消火フィルム内蔵でバッテリー火
災の初期消火・セキュリティー・漏電対策ができる「充電ロッカー」の４点
になります。よろしくお願いいたします。

Ｄ－
私たちの今が、社会の未来を創る。

　当社は年（明治年）の創業以来、鶴見・川崎臨海工業地帯の造成に
始まり、本州四国連絡橋、関西国際空港、中部国際空港、東京国際空港（羽
田空港）、東京湾横断道路（アクアライン）など、社会や産業を支える数多
くの大規模プロジェクトに携わってきました。
　海上土木事業のパイオニアとして培った高い技術力と堅実な経営基盤を強
みに、社会インフラの整備と発展に貢献しています。
　「高い技術をもって、社業の発展を図り、健全な経営により社会的責任を
果たす」という社是のもと、「人」と「技術」を礎に、持続可能な社会の実
現と未来の創造に挑戦し続けています。

Ｄ－
建設現場の通信を光で見える化するNyanConnect

　NyanConnectは、発光アンテナでネットワーク状態を見える化する無線
ＬＡＮアクセスポイントです。通信状態を発光色で直感的に把握でき、メッ
シュ通信によるエリア拡張やＩＥＣ準拠の産業向けセキュリティにも
対応。これらの機能を１ＢＯＸに集約し小型・軽量化を実現しました。建設
・土木現場など、レイアウトや機材の位置が変化する環境でも安定した通信
環境の構築を支援します。
　主な特長
　・発光で通信状態をひと目で把握・ＩＥＣ準拠の産業セキュリティ
　・小型・軽量設計で持ち運びが容易・高耐久設計で現場にも最適

東京カートグラフィックシーカ・ジャパン福山コンサルタント／インフラ・テック・ソリューションズ
Ｄ－

インフラ維持管理の課題を最先端のテクノロジーで解決

　インフラ施設の老朽化や豪雨災害の激甚化が進む中、安全かつ効率的に損
傷状態を把握することが可能なモニタリング常時監視技術や非破壊検査技術
が求められています。
　本展示では、こうした課題に対応するソリューションを出展します。
①下部工基礎の洗掘モニタリングシステム：固有振動数の変化から、水中部
にある基礎の洗掘状況を遠隔・リアルタイムで常時監視
②中性子塩分計：コンクリート内部の塩分量を完全非破壊で測定
③高周波衝撃弾性波試験：地中部の構造寸法や損傷を非破壊で高精度に探査
④道路維持管理システム：道路施設情報、要望・苦情を一元管理
⑤防災情報管理システム：防災施設情報を一元管理

Ｄ－
新設工事から保守・補修・改修工事まで対応できる幅広い製品

　近年、道路・橋梁や地下構造物・トンネルなど、都市インフラ施設の老朽
化や機能低下が深刻な課題となっており、特に安全性の確保に向けた対策が
急務となっています。そのため、保守・補修に対するニーズが急速に高まる
一方で、将来の長寿命化や維持管理コスト低減を見据えた新設工事において
も、より高性能な材料や先進技術の導入が求められています。
　シーカ・ジャパン株式会社は、総合化学メーカーとして、新設工事から保
守・補修・改修工事まで、あらゆる場面に対応できる幅広い製品ポートフォ
リオを取り揃え、これらの製品・技術・工法をご紹介し、都市インフラの持
続的な発展に貢献するための最新情報をご提供いたします。

Ｄ－
紙管理からのＤＸ化・業務状況一元管理・ＧＩＳによる効率化支援

　当社は「ＧＩＳのプロとして、お客さまと共に課題を解決し、感動をお届
けする」を理念に、官公庁・自治体を中心に事業を展開し、創業以来期目
を迎える企業です。
　ＧＩＳデータ構築とWeb ＧＩＳ開発の実績を活かして、「簡単・便利・
使いやすい」をコンセプトに、手書き感覚で使える「らくらくＧＩＳ」と、
設備管理・現場作業・調査状況を一元管理する「設備管理クラウド」をご提
案します。紙管理からのＤＸ化に加え、複数の関係事業者間での情報共有・
一元管理により、施工・維持管理、防災・減災、インフラメンテナンスの効
率化を支援します。

プレロードシェル工法研究会信号器材ニュートロン次世代システム技術研究組合
Ｄ－

壊さずにコンクリート内部を可視化「中性子塩分計ＲＡＮＳ－μ」

　国土交通大臣賞受賞技術！（第７回インフラメンテナンス大賞）　深刻化
する塩害からインフラ構造物を守り、予防保全・長寿命化へ。
　次世代の非破壊検査技術「中性子塩分計ＲＡＮＳ－μ」を紹介します。
【中性子塩分計ＲＡＮＳ－μの特徴】
　①コア抜きによって橋を傷めていたコンクリート内部の塩化物イオン量
を、完全非破壊で計測・現場で定量　②表面塗装など剥がすことなく、補修
後も同一箇所の経年調査が可能　③令和８年８月末まで全国橋箇所の
点検実績　④点検支援技術性能カタログの掲載技術、技術番号：ＢＲ
－Ｖ
　インフラ構造物点検の次世代非破壊検査技術の最前線をぜひブースにてご
体感ください。

Ｄ－
新発想の標識落下防止ソリューション

　本展示では、道路標識の安全性向上と維持管理の高度化に貢献する３製品
をご紹介します。メインは、イワブチ株式会社と共同開発した新製品「ＦＳ
Ｘ－２　フォールセーバー（地点名標識用落下防止金具）」で、標識落下事
故の未然防止と予防保全に貢献します。
　併せて、全国の高速道路で豊富な採用実績を持つ「ＦＳＸ－１　フォール
セーバー大型標識板対応落下防止金具」と、シャチハタ株式会社と開発した
ボルト締付確認用スタンプ「ボルトラインフレックス」を展示し、道路イン
フラの安全性向上と維持管理の効率化を実現するトータルソリューションを
ご提案します。

Ｄ－
プレロードシェル工法

　山岳トンネルにおいて、地山と鋼製支保工の間に袋体（ジャケット）を設
置し、無収縮モルタルを圧入することで両者を一体化させます。これにより
支保工が確実に機能し、地山の沈下を効果的に抑制します。

精研／地盤凍結工法協会オリエンタルコンサルタンツホールディングスダイナミックレジン工業会／アイカ工業
Ｄ－

橋梁向けはく落防止工法

　ダイナミックレジンの橋梁向けはく落防止工法は、コンクリート片の落下
リスクを抑制し、インフラの長寿命化に貢献。安全性と耐久性を両立した維
持管理ソリューションです。

Ｄ－
ＤＸ技術を活用したインフラの調査・設計・維持管理システム

　ＯＣＨＤグループ会社が取り組む「ＤＸ技術を活用したインフラの調査・
設計・維持管理システム」をご紹介します。出展技術：ＡＴＫ　ＳＡＭＳ、
点検ドローン、３Ｄ都市モデル、ＢＩＭ／ＣＩＭ、ＳＯＣＯＣＡ、ＳＲｉＭ
（ＡＩ技術を活用した河川管理）、三次元管内図等を活用した事業管理、Ｉ
ＭＳなど。

Ｄ－
地盤凍結工法

　地盤凍結工法は、地中に所定の間隔でパイプ（凍結管）を埋設し、土中の
間隙水を凍結管中心に年輪状に凍結させ、隣接する凍土柱を連結して強固な
遮水壁・耐力壁を作る地盤改良法です。都市部の地下開発が大深度・複雑化
するなかでも、凍結管を設置できれば、土質や深度、支障物の有無を問わず、
あらゆる環境下で確実な地盤改良を行えます。
　また、地盤凍結工法を支える専用アンモニア冷凍機は、自然冷媒を使用す
ることで地球温暖化対策に貢献します。高い冷凍能力と優れたＣＯＰを備え、
省エネルギー性に優れるとともに、環境負荷の低減にも寄与する冷凍機です。
実績と理論に支えられた技術力で、安全な地下インフラの構築に貢献してま
いります。

西武建設日本インシークＫＪＳ協会／アンカー補修協会／ＮＭアンカー協会
Ｄ－

ＥＨＤアンカーＨＰ（ハイパー）工法

　「ＥＨＤアンカーＨＰ工法」は、年２月にＮＥＴＩＳ（新技術情報提
供システム）に登録された最新のグラウンドアンカー工法です。本工法の最
大の特長は、アンカー頭部の見える化を実現するために、グリースを使用し
ない「グリースレス構造」を採用している点です。
　また、定着具には無電解ニッケルメッキを施しており、時間に及ぶ塩
水噴霧試験においても錆の発生が確認されなかったことから、高い防錆性能
が実証されました。これにより、グリースレス構造でも安心して使用でき、
定期点検が容易となったことで、維持管理性が飛躍的に向上しています。

Ｄ－
点群×ＢＩＭ／ＣＩＭで実現する３Ｄ空間マネジメント

　近年の建設・インフラ分野では「ＤＸ」（デジタルトランスフォーメーシ
ョン）の必要性を背景に３Ｄ空間マネジメントへの興味が高まっています。
プロジェクトが思うように進まない、ＩＣＴ活用による業務変革が進まない、
そんな課題を抱えていませんか？　日本インシークでは、点群データの取得
から利活用まで豊富なコンサルティングの実績がございます。
　場所や精度など制約条件に合わせた最適な計測手法の提案から始まり、人
の目には見えない地下空間や未来をＢＩＭ／ＣＩＭモデルへ融合させること
で、現実空間をデジタル上で可視化・共有し、調査・設計・施工・維持管理
における情報の一元化と意思決定の迅速化・業務効率化をご提案いたします。

Ｄ－
足場に頼らない時代へ　「壁面接触作業ドローン」

　高所の点検や補修は、まだ人が足場やロープを用いて行うのが一般的です。
西武建設は東京理科大学・建築研究所と共同で、構造物の壁面に接触し、調
査から補修まで実施できる「壁面接触作業ドローン」を開発しています。ド
リル穿孔による中性化測定や補修作業を可能とし、維持管理の省力化・安全
性向上を目指します。建設ＤＸの新たな可能性を切り拓く実機を、ぜひ当社
ブースでご覧ください。

ＪＩＰテクノサイエンスミライト・ワン
Ｄ－

ドローンドックを所有から利用へ　月額制ドローンドックサービス

　高額な機器の購入が不要な「月額制ドローンドックサービス」です。機器
調達、飛行許可申請、遠隔フライト、データ処理まで全工程をお任せいただ
けます。お客様はフライトを予約し、成果データを受け取るだけです。プラ
ント・インフラの定期点検や造成現場の土量計算、３Ｄデータ作成などの業
務を自動化し、自社での操縦者育成も不要です。大幅な業務効率化と人手不
足解消を実現し、現場へ出向くコストや時間を大きく圧縮。お客様の現場の
スマート化を全面的にサポートします。

Ｄ－
専門技術力と経験で未来を創造するプロフェッショナルカンパニー

　最先端ＩＣＴ、ＩｏＴ、数値シミュレーション技術を活用し、橋梁設計・
鋼橋製作から構造解析、維持管理まで、社会インフラのライフサイクル全体
を高度に支援します。
　橋梁分野では、耐震設計システムＪＴ－ＫＯＨＫＡや、設計システムと連
携したＢＩＭ／ＣＩＭモデリングシステムを通じてＩＣＴ化を推進していま
す。構造解析分野では、非線形解析や動的解析などの高度なＦＥＭ解析技術
を駆使し、電力、鉄道、上下水道、橋梁、地盤構造物など多様なインフラ分
野に対応しています。
　維持管理分野では、点検支援、データベース化、中長期シミュレーション
に加え、道路分野のアセットマネジメントシステムで国内トップシェアの技
術力を有しています。

国際航業
Ｄ－

空間情報で未来に引き継ぐ世界をつくる

　国際航業株式会社は、地理空間情報技術のリーディングカンパニーとして、
最先端の計測技術と多様なコンサルティング力を有し、建設業界において新
たな価値を創出しています。航空機やドローン、ロボット等様々なプラット
フォームにより取得された点群データを３次元空間解析し、現場の状況を迅
速に可視化・最適化。計画立案からインフラ点検・維持管理、災害対応まで、
現場業務の効率化を強力に支援します。
　展示では『現場ニーズと技術シーズのマッチング』にて実証した四足歩行
ロボットによるダム監査廊点検の報告と実機を参考展示します。ぜひブース
にお立ち寄りいただき、国際航業の先進技術をご体感ください。

小島組 ベスター 錢高組
Ｄ－

脱炭素技術「ＴＵＮＮＥＬ　ＥＹＥ、ＣＯオンサイトＤＡＣＳ」

　山岳トンネル工事における当社の脱炭素技術を紹介します。
　「ＴＵＮＮＥＬ　ＥＹＥ」は、トンネル坑内の作業環境を自動計測・分析
し、換気ファンなどの設備を最適制御するシステムです。実際の現場導入で
は、電力由来のＣＯを約％削減することに成功しました。
　「ＣＯオンサイトＤＡＣＳ」は、トンネル内で発生するＣＯを直接回
収し利用する技術です。重機や工事車両の排ガスからＣＯを分離回収し、
人工石灰石として吹付コンクリートの材料に利用します。
　この二つの技術を連動させることで、電力由来と燃料由来のＣＯ削減を
同時に実現します。当社はこれらの技術を通じてカーボンニュートラルの実
現に貢献してまいります。

Ｄ－
業界最速のアスベスト分析

　株式会社ベスターではＪＩＳ　Ａ－１に準拠したアスベストの定性分
析を行っております。弊社分析員は全員が有資格者であり、更にダブルチェ
ックとＸ線回折装置の利用により高精度な分析結果をご提供しております。
また分析結果の報告は速く、「通常プラン」では２営業日以内でのご報告、
最短で即日報告の「超特急プラン」もご用意しております。

Ｄ－
浚渫技術とともに歩む、港づくり

　小島組は大正８年に創業し、年にわたり港湾土木事業に携わっていま
す。日本の貿易の．％を支える海上輸送のための航路浚渫をはじめ、港湾
土木、埋立・揚土、陸上土木まで幅広い施工を手掛け、国内外の港湾整備を
通じて社会インフラを支えています。
　作業船の全自動運転システムの開発や施工のデジタル化、バイオ燃料の活
用、陸上電力供給システムの導入など、環境負荷低減と生産性向上への技術
革新を推進しています。文理を問わず多様な人材が活躍できる職場環境や、
女性技術職員の活躍推進、若手人材の採用・育成にも力を注いでいます。
　豊かな経験と先進技術を融合し、安全で持続可能な港湾づくりを通じて社
会に貢献してまいります。

ともに創る建設の未来。
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大日コンサルタント ソリトンシステムズ 川田グループ（川田建設、川田工業、川田テクノシステム）

片平新日本技研 ゴトウコンクリート野原グループ

山辰組 東洋スタビ オプトル

Ｄ－
３次元計測活用による建設ＤＸソリューション

　当社は、３次元計測技術を活用し、建設現場におけるさまざまな課題の解
決を支援します。施工現場の地形や構造物、建物など、変化する現場を点群
データで可視化し、クリアランス検討や仮設物の配置計画、ＢＩＭ／ＣＩＭ
モデルの作成などに活用します。
　また、取得した点群データを基に「ガウシアンスプラッティング」技術を
活用し、写真のようにリアルな３次元空間をデジタル上に再現します。高精
度な３次元計測技術と「ガウシアンスプラッティング」を組み合わせること
で、よりリアルな現場状況の共有や遠隔での確認を可能にします。計測から
データ活用、ＢＩＭ／ＣＩＭモデル作成まで、一気通貫で建設現場の課題解
決を支援します。

Ｄ－
超遠隔操縦を実現する映像伝送システム

　建設現場の省人化やＤＸを推進する、建機の遠隔操作向け超低遅延映像伝
送システムをご紹介します。独自の伝送技術により、離れた場所からでも、
まるでキャビンに乗っているようなリアルタイムな操作感を実現。重機の超
遠隔操縦において、作業効率の向上と安全確保を両立します。
　不安定な回線環境でもレスポンスの速い高画質映像を安定して伝送するた
め、災害復旧やオペレーター不足解消の切り札としてご活用いただけます。
ぜひブースで最新の映像伝送ソリューションをご覧ください！

Ｄ－
安心で快適な生活環境を技術で支える

　私たち川田グループは、鋼製橋梁、ＰＣ橋梁、建築鉄骨、一般建築・シス
テム建築、土木建設関連ソフトウェア開発・販売などを主たる事業として展
開しております。
　本展示会ではグループ各社の製品として、アルミ製常設足場「PERMANE
NT DECK」、プレキャストＰＣ部材組立式雨水貯留施設「エコマモール」、
土砂災害防止工法「ジオステップ工法」、３Ｄ設計CAD「V-nasClair（ヴ
ィーナスクレア）」情報共有システム「basepage（ベースページ）」、溶
接モニタリングシステム「C-LUM（シーラム）」、塗膜厚管理システム
「ぬり助」を展示します。

Ｄ－
自転車に優しい側溝

　「自転車に優しい側溝」は側溝の一部を舗装で覆うことにより、スリット
部は残しながら露出幅を㎜に抑え、自転車通行空間の確保と景観性の向上
に貢献します。
　平成年月に国土交通省道路局及び警察庁交通局から発表された『安全
で快適な自転車環境創出ガイドライン』の中に側溝、街渠などについて以下
の記載があります。
　①エプロン幅が狭く、自転車通行空間を広く確保できるもの②平坦性の高
いものへの置き換えや滑り止め加工等を行う③側溝と舗装すりつけ等縦断方
向の段差等にも留意するものとする④横断勾配については、２％を標準とす
る
　自転車に優しい側溝は同ガイドラインに全て合致する製品です。

Ｄ－
道路の未来は、道路だけではない。

　ＡＩ、デジタル技術、データ活用――。技術に合わせて、私たちは問い続
けます。それは誰のための技術か…。人口減少や地域課題、自然災害への備
えなど、社会が大きく変化するなか、これからの道路は「単なる移動のため
の空間」ではなく、「人流・物流・交流を支える社会基盤」へと姿を変えて
いきます。
　私たちは、道路・橋梁・交通計画で培った知見をもとに、交通インフラの
未来を構想し、その実現に挑戦しています。技術の導入を目的とするのでは
なく、社会に求められる価値を創造している、【我が社の建設ＤＸ】をぜひ
ご体感ください。

Ｄ－
Matterport高精細３Ｄデジタルツイン

　「現場に行かずに、現場に行きたい」Matterportは、現場を高精細３Ｄ
デジタルツイン化し、現地調査工数を最大％削減。遠隔からの現場確認や
進捗管理を実現し、移動時間・コストを大幅に低減します。さらに、取得し
た点群データをＢＩＭ／ＣＡＤと連携することで作図業務を効率化。関係者
間で同じ空間情報を共有でき、合意形成やコミュニケーション品質の向上に
も貢献します。
　当ブースでは専用スキャナPro３カメラ実機展示に加え、建設・土木業界
での活用事例をご紹介します。

Ｄ－
刈草・枝葉の焼却処分を効率化！酸素供給型焼却架台モヤッシー

　酸素供給型高速焼却架台「モヤッシー」は、専用架台とコンプレッサーに
よる酸素供給で、堤防維持管理で発生する刈草・枝葉をスピーディーに焼却
処分。従来の地面焼却に比べて２倍以上の焼却効率を実現し、煙の発生も抑
制します。現場作業の負担軽減、焼却日数の短縮、苦情リスクの低減に加え、
維持管理の省力化と経済性向上にも貢献します。
　別展示のハイブリッド・サイフォン送水装置は、サイフォン原理と水中ポ
ンプを組み合わせた送水システム。呼び水後は省燃費で送水し、燃料費削減
とＣＯ排出抑制を実現。水替工で万円の縮減実績があります。

Ｄ－
建設機械転倒防止とＳＴＢ－ＭＣ工法

　建設機械の転倒事故は、一度発生すると第三者をも巻き込む重大事故に繋
がることから、大型クレーン等を使用する現場での安全管理の重要性は極め
て高いものとなっております。
　当社では建設機械設置地盤の支持力不足による転倒を防止するため、ＢＣ
Ｔ試験機を用いた地盤調査、支持地盤の養生のための固化材を用いた表層地
盤改良の設計から施工まで一貫したご提案をします。
　また、『ＳＴＢ－ＭＣ工法』とは飛散防止対策として発塵抑制型固化材と
同程度まで粉塵を低減し、周辺環境に配慮した地盤改良工法です。

Ｄ－
クレーン作業安全支援システム【ＡＩが危険を検知】

　【人の目だけでは捉えきれない危険を、ＡＩの目で見守る】株式会社オプ
トルは、数多くの土木・建設現場で選ばれている「クレーン作業安全支援シ
ステム」を出展します！　ＡＩと独自の光学・画像処理技術で作業中の死角
や危険をリアルタイム検知。大規模な土木インフラ工事から建築現場まで、
様々な高所・旋回作業の安全対策を強力にバックアップします。
　さらに、物流倉庫や構内作業の安全を高めるフォークリフト用ステレオカ
メラや、機器の小型化を実現する次世代光学技術メタレンズも展示。現場の
安全向上やリスク低減、最新技術をお探しの方は、ぜひオプトルブースへ！

大林組ワイビーエムインフォラボ
Ｄ－

プロポーザル支援システム「＃Propo」

　「＃（ハッシュ）Propo」は、大手建設コンサルティング会社とコラボし
た、プロポーザル支援システムです。テクリスを中心とした案件情報や、資
格、実績などの技術者情報をDB化し一元管理し、必要な条件を設定するだ
けで、担当者の選定や受注戦略につながる情報をすばやく抽出できます。
　このほか、コリンズデータを活用した自社実績、技術者管理システムや、w
ebアプリ開発プラットフォームなど、多種多様なDX支援ソリューション、
事例を展示します。

Ｄ－
ボーリング調査の新時代～安全とスマートの新基準～

　ボーリング調査の新時代へ。安全とスマートの新基準を提案します。
　土木・建設分野でＤＸ化が進む一方、ボーリング調査の現場では長年にわ
たり従来手法が続いてきました。ワイビーエムは、こうした業界共通の課題
を解決するため、新商品「ＹＨＣ－－ＳＰＴ」を開発。安全性の向上、省
力化、作業効率の改善を実現し、ボーリング調査現場の新たなスタンダード
を目指します。
　本展示では、開発の背景や現場課題へのアプローチ、そしてＹＨＣ－－
ＳＰＴがもたらす具体的な導入メリットをご紹介します。

Ｄ－
汎用遠隔操縦装置「サロゲート」

　サロゲートは、建設機械の操作向けに開発された、後付け可能な汎用遠隔
操縦装置です。現場状況に左右されず多種多様な建機を遠隔で操作できるた
め、災害対応や危険作業など多くの場面で適用可能です。人手不足への対応
や多様な人材の活用、現場運営の効率化と省人化対策に貢献します。
　今回の展示ではデモ機の操作体験やサロゲートの実物の展示、能登半島や
熊本城での災害復旧現場などの実例を紹介します。是非お越しください。

八千代エンジニヤリングオクノコトー大豊建設
Ｄ－

ＤＸで拓く、未来のまちづくりを支える大豊建設の技術

　大豊建設は、「信頼に応える、確かな技術」をスローガンに、持続可能な
まちづくりに貢献する先進技術を土木・建築両分野で紹介します。
　土木部門では、ニューマチックケーソン工法の自動化施工技術をＶＲで体
験できるほか、長距離遠隔操作やＡＩを活用した自動掘削技術により施工の
省人化・生産性向上を実現する取り組みを展示します。さらにＤＡＰＰＩ工
法の特徴や土木学会技術賞を受賞した工事の実績をパネルで紹介します。
　建築部門では、木質構造の取り組みやＢＩＭ活用事例のパネル紹介に加え、
研究開発中のコンクリート架構に木質ユニットを組込むハイブリッド工法の
模型を展示します。未来のまちづくりに役立つ技術を是非ご体感ください。

Ｄ－
万能土質改良機による建設発生土再利用システム

　本技術は、そのままでは利用できない建設発生土と、異なる性状を持つ建
設発生土を組み合わせ、『万能土質改良機』で撹拌・混合することで、粒度
調整や強度改善を行います。これにより、利用用途に応じた品質の盛土材と
して再利用することが可能です。
　この技術は、台風や豪雨災害に伴う河道掘削工事・堤防強化工事、さらに
は道路の路体・路床盛土工事など、幅広い分野で活用されています。
　持続可能な社会の実現に貢献する、環境に優しい土質改良技術です。

Ｄ－
「TERNO」「オフグリッド型ドローンポート」

　【設計者専用ＡＩで業務の効率化】「TERNO」はBoxと連携したＡＩを
活用し設計や照査をサポートするクラウドアプリです。図版管理を自動化し、
ＡＩによる差分抽出機能などを活用して修正箇所の特定ができます。これら
の機能により、設計技術者の作業時間の大幅な削減に貢献します。
　【高度化する遠隔自動巡視技術】商用電源や通信網がないインフラ途絶下
でも運用可能な、オフグリッド型ドローンポートを活用した自動巡視技術で
す。能登半島の地すべり現場で有効性が検証されており、安全かつ定量的な
地形把握が可能です。高い運用性と導入の容易さを備え、被災状況監視から
ダム、河川等の日常巡視まで幅広く対応する実践的なＤＸモデルです。

MetaMoJi大本組レジェンドパイプ工法協会
Ｄ－

レジェンドパイプ工法

　レジェンドパイプ工法は、推進工法により地中へ特殊パイプを敷設し、地
下水位を効率的に低下させることで液状化を抑制する新しい地盤改良技術で
す。掘削を最小限に抑え、交通や生活環境への影響を軽減しながら施工でき
るため、住宅地や狭小地でも適用しやすい点が特長です。能登半島地震を契
機に北陸地域で実証実験と本施工が進み、即効性・持続性・コスト性に優れ
た対策として注目されています。
　本展示では、推進工法による施工プロセス、地下水低下の仕組み、実証デー
タ、活用事例を模型・映像で紹介します。

Ｄ－
ニューマチックケーソン工法による流域治水対策、他

　ニューマチックケーソン工法は地下構造物としての信頼性が高く、無人化
施工により大深度への適合性が優れた工法です。洪水・浸水の被害を軽減す
るために、地下空間を利用して地下調節池や地下河川の立坑、浸水対策用の
雨水ポンプ所等の建設に採用され、人々の暮らしに安全・安心をもたらす流
域治水対策に貢献しています。
　山岳トンネルにおいて作業員が目視で行ってきた掘削状況の確認や計測作
業について、LiDARで計測した現況と設計面との差分を切羽や床掘面にプ
ロジェクションマッピングで可視化し、安全性の向上や省力化を図ります。
　貝殻を再利用した人工魚礁による魚類等の生息空間や藻場の創出により、
脱炭素社会へ貢献しています。

Ｄ－
建設ＤＸを強力に推進。施工管理アプリ「eYACHO」

　eYACHO（イーヤチョウ）で、建設現場の働き方を飛躍的に改革！　大
林組と共同開発した「eYACHO」は、図面も資料もペーパーレスにして、
ひとつに集約。朝礼、安全衛生会議、安全パトロール、昼夜　引継、図面チ
ェックなど、さまざまな現場業務に活用できる、建設　現場アプリです。
　リアルタイムな書き込み共有＋ビデオ通話機能により、現場や事務所など
離れた場所でも確実なコミュニケーションが取れるため、無駄な移動時間も
削減できます。安全衛生日誌など書類や報告書の作成も簡単に現場で入力で
き、事務所への持ち帰り業務を削減します。

マルケングループ（丸建リース、マルケンテックジャパン、竹本基礎工事）ＴＤＫショーボンド建設
Ｄ－

補修工学が導く〝次の補修技術〟──新製品・新工法のご提案

　造らない建設会社　創るのは社会インフラの未来です。
　ショーボンド建設は、土木メンテナンスの専門企業として、日本全国の社
会インフラの維持管理に取り組んできました。橋梁・道路・トンネルなど多
様な構造物に向き合い、現場で培った知見を基盤に、種類以上の製品・
工法を開発・展開しています。新設ではなく既存インフラを守り抜くという
揺るぎない使命のもと、確かな技術で社会の安心を支え続けています。

Ｄ－
無線式高精度傾斜計測システム

　見えない動きを、遠隔で捉える。ＴＤＫの無線式高精度傾斜計と無線変換
ユニットが、建築・土木現場の計測を革新します。３軸ＭＥＭＳ加速度セン
サーと独自のデータ処理技術により高精度な計測を実現し、構造物や地
盤のわずかな変化も把握できます。MHz帯特定小電力無線を採用し、
Wi-FiやBluetoothと干渉せず長距離通信が可能です。
　配線工事不要で設置負荷を軽減し、取得データはクラウドやサーバーへ集
約。遠隔監視やリアルタイムの一元管理を支援し、計測業務の効率化、ＤＸ
推進、省人化に貢献します。モニタリング機能により現場の安全性向上にも
寄与するソリューションです。

Ｄ－
「タフのチカラ」で地下空間施工の脱炭素化に貢献します‼

　■マルケンタフデッキ　長尺覆工板（・ｍ）で広い開口部を確保し、作
業効率向上に貢献！■マルケンタフ工法　タフ４・タフ７のハイブリッド工
法で切梁スパンを拡大し、広い地下作業空間を実現！■マルケンテックジャ
パン施工の圧入式バイブロ併用杭打機〔ＪＰＭ〕ｋＮの圧入力と高周波
バイブロで、無排土・安全・迅速・環境配慮施工を実現！
　■竹本基礎工事の工法紹介　地中障害物撤去に対応するスーパートップ工
法と環境負荷の低減と経済性を両立したエコパイル工法■高強度桟橋桁〔タ
フ１〕最大ｍスパン対応の組立型桟橋桁。■切梁交差部フラット材　支保
工下空間を有効活用し、施工性向上に貢献！
　ぜひ当社ブースへお立ち寄りください。

復建調査設計エクシオテック
Ｄ－

工事用ＥＶ・クレーン作業の見える化ソリューション

　エクシオテックは、建設現場の「安全」と「効率」をテーマに、現場ＤＸ
を支援するソリューションを展示します。
　工事用エレベータの運行状況をリアルタイムに見える化する「エレベータ
インジケータシステム」と、クレーン作業時の安全確認を支援する「クレー
ン用テレビカメラシステム」をご紹介。建設現場の安全性向上や効率化、労
働環境改善などの課題解決に貢献する製品を、実機でご体感いただけます。

Ｄ－
次世代型ＧＸモニタリング技術

　我々は、ＧＸ社会の実現に重要となるＣＯ吸収源対策の実装を支援する
新技術の開発に取り組んでいます。近年、炭酸カルシウムを多く含有した土
木資材によるＣＯ固定化技術の開発が進んでいます。
　本技術展では、土木資材へのＣＯ吸収状況をリアルタイムで計測し、吸
収ポテンシャルや吸収速度を定量化できるＣＯ固定化試験装置を展示しま
す。また国内で重要なＣＯ吸収源となるブルーカーボン生態系の調査に特
化した海洋ドローンや、湾内の潮流を準リアルタイムで計測可能な音響トモ
グラフィー等の新技術も紹介します。

ニュージェック
Ｄ－

ＩＲＩワイヤレス路面測定装置「ACTUS Plus」

　ACTUS PlusはＣＬＡＳ対応ＧＮＳＳを採用し高精度測位の実現を図り、
各種センサー類を一般車両に設置して走行、無線により路面性状データを取
得することができるＩＲＩ簡易計測システム。高頻度のデータの取得、経済
性、施工性の向上、工期短縮が期待できる。
　●加速度センサーを車両のサスペンション上下に取り付け、センサーから
本体間のデータ送信は無線により送信●ＧＮＳＳおよび車速パルスから正確
な位置情報を取得●路面データと位置情報データを結合し、パソコン上でリ
アルタイムモニタリングが可能●ＣＬＡＳ対応ＧＮＳＳ採用により、高精度
測位を実現。「点検支援技術性能カタログ」に掲載された。

エコ・パワーネット工法会 ＭＩＥＺ 国土交通省　関東地方整備局
Ｄ－

関東地方整備局の現場の取り組みを発信！
利根川ダム統合管理事務所／鬼怒川ダム統合管理事務所／相模川水系広域ダ
ム管理事務所／品木ダム水質管理所／二瀬ダム管理所／関東道路メンテナン
スセンター／関東技術事務所

　ダム管理５事務所による最近の取組やダムの魅力発信、関東道路メンテナ
ンスセンターによる自治体支援の取組や道路管理ＤＸにおける新技術の紹介
を行います。
　また、関東技術事務所より建設技術展示館の出張展示として、マインクラ
フトを活用した橋梁補修・堤防補修の体験ゲームやタブレットを用いたLiD
AR体験を行います。

Ｄ－
ダンプトラック運行管理ＡＩクラウド「カタル」

　株式会社ＭＩＥＺが提供するカタルは、ＡＩを活用したダンプトラックの
運行管理に特化したクラウドシステムです。建設ＤＸにおける空白地帯であ
った運搬工程をデジタル化し、現場の負担を大幅に軽減します。主な機能と
して、免許証や車検証などの４点セットをＡＩ－ＯＣＲで即座にデータ化し、
書類管理や帳票作成を自動化します。
　また、ＧＰＳによるリアルタイムの位置情報管理により、配車の最適化や
安全管理を強化し、近隣トラブルの防止にも寄与します。導入により事務作
業を約％削減した事例もあり、ＩＣＴ施工StageⅡの実現を支援するソリ
ューションです。

Ｄ－
コンクリート構造物を用いない斜面対策工

　コンクリート構造物を用いず、高強度素線で編んだ高強度ネット（ＴＥＣ
ＣＯネット）と補強材（ロックボルト）を組み合わせた柔構造物を特長とし、
表層崩壊や補強材間の中抜けに対して有効な技術です。
　また、施工が簡易であり、仮設備も狭隘箇所でも対応が可能なので、既設
モルタル面の補修・補強や事前防災や緊急対策時に特化した斜面・のり面崩
壊対策工です。

ともに創る建設の未来。


